
楽
座
新
聞

　近江楽座の 18 のプロジェクトが
活動をまとめた新聞です。
　これらの新聞・ポスターは、基
本的にレイアウトが自由なので、
チームの個性がそのまま紙面に出
ていることも特徴です。楽座メン
バーの自信作“らくざしんぶん”
をぜひご覧ください。この資料で
は全て白黒になっていますが、下
記「活動成果展示会」におきまして、
原稿のカラー版を展示します。ぜ
ひお越しください！

ら

く

ざ

し

ん

ぶ

ん

2015 年（平成 27 年） 4 月 18 日 ( 土 ) 楽 座 新 聞 　 ら く ざ し ん ぶ ん

※プロジェクト区分について

新規プロジェクト：平成 1 6～2 6 年度に、近江楽座の助成を受けたことがないチームによる取り組み
継続プロジェクト：平成 1 6～2 6 年度のいずれかに、近江楽座の助成を受けたことがあるチームによる取り組み
 S プロジェクト：「近江楽座」での実績をもとに、さらなるステップアップをめざすプロジェクトで、活動資金の助成を必要としないもの

全 18 チームが４つのパートに分かれて活動報告を行います。

　■ 司会進行：秦憲志（近江楽座事務局）　
　未来看護塾／男鬼楽座／政所茶レン茶゛ー／ボランティアサークルHarmony

　■ 司会進行：濱崎一志　先生（人間文化学部教授）
　滋賀県大 BASSER’ S ／三階蔵部／とよさらだ／たけとも－竹の会所　友の会－／とよさと快蔵プロジェクト

　■ 司会進行：ジョン・リピー　先生（人間文化学部教授）
　Taga-Town-Project ／木興プロジェクト／かみおかべ古民家活用計画／スチューデント・キュレイターズ

　■ 司会進行：印南比呂志　先生（人間文化学部教授）
　なの・わり／田の浦 FC学生 ST ／信･楽･人／あかりんちゅ／おとくらプロジェクト

　近江楽座アーカイブの紹介　ー事務局
　「学生地域活動交流キャンプ in 琵琶湖」報告　ー近江楽座学生委員会

活動助言者・紹介

今年度のチームの活動をこれからに生か

していけるよう、事業を客観的にみてい

ただいて、各チームの活動に対してのア

ドバイスをしていただきます。
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201 4 年度 近江楽座 活動報告会 ＜プログラム＞

( 活動報告会発表順 )

2015 年 4月 18 日 ( 土 ) 9:30~16:15
講義棟 A3-301

18 プロジェクトの 「活動成果展

示会」 を 4 月 22 ～ 28 日に

交流センターホワイエで行います。

活動発表だけでは伝えきれない

各々のプロジェクトの成果をぜひご

覧下さい。

活動成果展示会を行い
ます！

未来看護塾（未来看護塾） 

男鬼楽座（男鬼楽座） 

政所茶レン茶゛ー（政所茶レン茶゛ー） 

障がい児・者、自立支援・共生社会プロジェクト（ボランティアサークルHarmony） 

内湖における侵略的外来種駆除（滋賀県大BASSER’S） 

町活 in 八幡（三階蔵部） 

とよさらだプロジェクト（とよさらだ） 

たけともー竹の会所　友の会ー（たけともー竹の会所　友の会ー） 

とよさと快蔵プロジェクト（とよさと快蔵プロジェクト） 

Taga-Town-Project（Taga-Town-Project） 

木興プロジェクト（木興プロジェクト） 

かみおかべ古民家活用計画 -SLEEPING BEAUTY-（かみおかべ古民家活用計画 SB） 

地域博物館プロジェクト（スチューデント・キュレイターズ）

フラワーエネルギー「なの・わり」（フラワーエネルギー「なの・わり」）

たのうらまちづくりプロジェクト（田の浦ファンクラブ学生サポートチーム） 

信･楽･人 -shigaraki field gallery project- （信･楽･人 - shigaraki field gallery project-） 

あかりんちゅ（あかりんちゅ） 

おとくらプロジェクト（おとくらプロジェクト）

１．挨拶・プログラム説明

２．活動発表

【パート１】9:45 ～ 10:45
紡ぎのカタチ①「継ぐ」

　【パート２】10:55 ～ 12:10
紡ぎのカタチ②「耕す」

　【パート３】13:40 ～ 14:40
紡ぎのカタチ③「器」

【パート４】14:50 ～ 16:05
紡ぎのカタチ④「技」

　
 10 周年事業の取り組み

12:10～12:40

３．全体総括

石野啓太　氏

（信楽焼窯元　明山窯）

滋賀県立大学在学中、信・楽・人 -shigaraki field gallery project- の立

ち上げより参画、2 代目代表。2010 年滋賀県立大学大学院環境科学研究科修

了、近江環人称号取得。卒業後、建築設計事務所 OpenA を経て、現在家業の信

楽焼窯元明山窯に所属。陶器製品の作陶・デザイン / 企画開発に従事しなが

ら、一方で、信楽の魅力を伝えるべく、まちづくり事業の企画等にも継続的に

携わりながら活動している。

田口真太郎 氏

（株式会社まっせ）

2006 年に滋賀県立大学に入学し、近江楽座では木楽部会や信楽人でものづく

りを通じた地域活動に携わり、地域住民と共同し課題解決に取り組む現場を

体験。2012 年、滋賀県立大学大学院環境科学研究科修了。4月より、在学中に

調査研究等で関わった近江八幡市で、地域おこし協力隊として空き町家の再

生活動に取り組む。現在、2013 年に設立したまちづくり会社㈱まっせのマ

ネージャーとして、地域の自然や伝統文化を活かすプロジェクトに携わる。



チ
ー
ム
の
ビ
ッ
グ
ニ
ュ
ー
ス
！ 

 
 
 
 
 

１
０
月
１
１
日
～
１
３
日
に
か
け
て
、
宮
城
県
南
三
陸
町
田
の
浦
地
区
で 

「
い
き
い
き
健
康
交
流
ひ
ろ
ば
」
を
開
催
し
ま
し
た
。 

 

未
来
看
護
塾
で
は
、
２
０
１
２
年
よ
り

田
の
浦
地
方
の
方
々
と
関
わ
ら
せ
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。
東
日
本
大
震
災
後
か
ら

毎
年
、
未
来
看
護
塾
が
被
災
地
を
訪
問
し

て
、
今
回
で
３
回
目
で
し
た
。
田
の
浦
フ
ァ

ン
ク
ラ
ブ
の
協
力
の
も
と
、
１
年
か
け
て

企
画
・
準
備
を
し
て
い
ま
し
た
。 

今
回
は
準
備
段
階
か
ら
ト
ラ
ブ
ル
が
多

く
、
苦
労
し
ま
し
た
が
、
メ
ン
バ
ー
た
ち
ひ

と
り
ひ
と
り
が
考
え
て
行
動
し
、
臨
機
応

変
に
行
動
し
て
く
れ
ま
し
た
。
困
難
が
多

か
っ
た
分
、
メ
ン
バ
ー
た
ち
の
団
結
感
も

高
ま
り
ま
し
た
。 

                    

 

地
域
の
声 

当
法
人
が
運
営
す
る
障
が
い
児
通
所
支
援
施
設
で
は
、

様
々
な
障
が
い
を
有
す
る
子
ど
も
達
が
放
課
後
の
余

暇
を
過
ご
す
中
で
社
会
生
活
体
験
活
動
に
も
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
多
く
の
子
ど
も
達
が
日
常

の
生
活
を
送
る
だ
け
で
は
、
社
会
の
人
々
と
関
わ
り
を

持
つ
機
会
は
限
ら
れ
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。
特
に
学

生
の
皆
さ
ん
方
に
年
齢
の
近
い
子
ど
も
達
が
利
用
す

る
「
は
ば
た
き
」
で
は
、
自
分
の
想
い
を
伝
え
る
事
の

苦
手
な
子
ど
も
達
が
、
笑
顔
で
一
生
懸
命
に
自
分
の
想

い
を
伝
え
た
り
、
寄
り
添
う
姿
は
、
日
常
的
に
関
わ
る

私
達
ス
タ
ッ
フ
と
の
対
話
で
見
せ
る
姿
と
は
、
異
質
の

い
き
い
き
と
光
り
輝
く
表
情
で
す
。
こ
れ
は
来
訪
し
て

下
さ
る
、
未
来
看
護
塾
の
皆
さ
ん
が
子
ど
も
達
に
よ
り

近
い
感
覚
で
温
か
く
寄
り
添
っ
て
下
さ
る
事
で
表
出

さ
れ
る
唯
一
無
二
の
も
の
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。 

 

自
分
の
想
い
を
相
手
に
伝
え
る
事
は
、
子
ど
も
達
が
社

会
に
出
た
時
に
「
教
え
て
ほ
し
い
」
「
手
伝
っ
て
ほ
し

い
」
と
伝
え
ら
れ
る
力
に
つ
な
が
る
も
の
で
、
社
会
生

活
を
す
る
中
で
は
、
必
要
不
可
欠
な
生
き
る
カ
と
な
り

ま
す
。 

      

 

 

2015年 3月 31日 市民および医療に携わる人々とのふれあいを通して志向する未来看護塾 

未 み

来 ら
い

看 か
ん

護 ご

塾
じ
ゅ
く 

 
今
回
の
「
い
き
い
き
健
康
交
流
ひ
ろ
ば
」

で
は
、
４
回
生
３
人
、
２
回
生
１
０
人
、
１
回

生
１
３
人
が
参
加
し
、
健
康
チ
ェ
ッ
ク
や
ハ
ン

ド
マ
ッ
サ
ー
ジ
、
足
浴
、
ち
び
っ
こ
広
場
、
伊

丹
ス
ー
プ
（
人
間
看
護
学
部
教
授
・
伊
丹
先
生

考
案
の
ス
ー
プ
）
を
設
け
ま
し
た
。 

会
場
の
関
係
で
昨
年
ま
で
に
比
べ
る
と
規
模

は
縮
小
し
ま
し
た
が
、
そ
の
分
よ
り
深
い
交
流

が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
場
の
判
断
で
、
地
域
の

方
々
へ
肩
も
み
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
提
供
し
、
ま
る

で“

祖
父
母
と
孫”

の
よ
う
な
関
係
を
築
き
、
温

か
い
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。 

ま
た
、
参
加
者
と
一
緒
に

A
K

B
4

8

「
心
の

プ
ラ
カ
ー
ド
」
に
合
わ
せ
て
ダ
ン
ス
を
踊
り
、

笑
顔
あ
ふ
れ
る
楽
し
い
ひ
と
時
と
な
り
ま
し

た
。 

 

さ
ま
ざ
ま
な
支
援
が
あ
る
中
で
、
看
護
学
生

だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
支
援
を
提
供
す
る
こ
の

イ
ベ
ン
ト
を
今
後
も
提
供
し
て
い
き
た
い
で

す
。 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
紹
介 

 
 

未
来
看
護
塾
で
は
、
地
域
の
人
々
と
共
に

よ
り
良
く
生
き
て
い
く
こ
と
を
め
ざ
し
、
医

療
現
場
や
地
域
で
働
く
看
護
職
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
人
た
ち
と
の
交
流
を
通
し
て
、「
未
来

の
看
護
の
あ
り
方
」
を
考
え
て
い
ま
す
。 

 

活
動
の
内
容
と
し
て
は
、
彦
根
市
立
病
院

の
小
児
科
病
棟
で
子
ど
も
た
ち
と
遊
ん
だ

り
、
緩
和
ケ
ア
病
棟
で
テ
ィ
ー
サ
ー
ビ
ス
や
、

花
の
水
や
り
な
ど
の
お
手
伝
い
を
し
た
り
し

て
い
ま
す
。 

N
P
O

法
人
ぽ
ぽ
ハ
ウ
ス
で
は
、
障
が

い
の
あ
る
子
ど
も
た
ち
と
料
理
を

作
っ
た
り
、
一
緒
に
外
出
す
る
な
ど

の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

ま
た
彦
根
市
立
城
南
保
育
園
で
は

園
児
た
ち
と
の
遊
び
を
通
し
て
、
乳

幼
児
の
発
達
段
階
を
実
際
に
触
れ

合
う
こ
と
で
感
じ
て
い
ま
す
。 

 

今
後
は
、
地
域
で
の
健
康
教
室
や

今
回
訪
問
し
た
田
の
浦
の
支
援
活

動
も
継
続
し
て
行
っ
て
い
く
予
定

で
す
。 

 

ち
ょ
っ
と
き
い
て
よ
！
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
自
慢 

  

未
来
看
護
塾
は
、
滋
賀
県
立
大

学
の
看
護
学
部
生
の
み
が
参
加
し

て
い
ま
す
。
入
学
し
て
す
ぐ
に
先

生
や
先
輩
方
か
ら
の
紹
介
が
あ

り
、
看
護
学
部
新
入
生
の
多
く
が

が
加
入
し
ま
す
。
新
入
生
歓
迎
会
、

定
期
活
動
、
イ
ベ
ン
ト
の
打
ち
上

げ
な
ど
、
同
期
だ
け
で
は
な
く
、
先

輩
方
と
関
わ
る
機
会
が
多
く
あ
る

の
で
仲
良
く
な
れ
ま
す
。
そ
の
た

め
、
看
護
学
部
で
は
縦
の
繋
が
り

が
多
く
、
勉
強
や
進
路
の
相
談(

時

に
は
、
恋
の
相
談
も
…
笑)

、
最
近

で
は
サ
ッ
カ
ー
を
す
る
こ
と
も
あ

り
ま
し
た
。
と
に
か
く
、
未
来
看
護

は
仲
が
い
い
！ 

私
た
ち
看
護
学
生
は
、
日
頃
は

学
校
で
の
講
義
を
受
け
、
年
に

数
回
の
実
習
で
看
護
に
つ
い
て

学
ん
で
い
ま
す
。
１
・
２
回
生
に

つ
い
て
は
、
年
に
１
度
し
か
実

習
が
な
く
、
な
か
な
か
自
分
の

目
で
現
場
を
見
る
機
会
は
あ
り

ま
せ
ん
。
未
来
看
護
塾
の
活
動

の
場
は
地
域
か
ら
病
院
ま
で
あ

り
、
定
期
活
動
で
も
患
者
さ
ん

と
関
わ
る
と
い
う
、
看
護
学
生

に
と
っ
て
た
い
へ
ん
貴
重
な
経

験
が
で
き
ま
す
。
未
来
看
護
で

の
経
験
は
実
習
で
活
か
せ
、
ま

た
実
習
で
の
経
験
は
未
来
看
護

で
活
か
す
こ
と
が
で
き
る
の
で

す
！ 

 

１
年
間
の
活
動
を
通
し
た
成
果
と
課
題 

 
 

今
年
度
も
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
、
様
々
な
年
代
の
方
々
と
交
流
で
き
ま
し

た
。
特
に
田
の
浦
で
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
私
た
ち
が
イ
ベ
ン
ト
作
り
に
関
わ
っ
て
い
く

と
い
う
貴
重
な
経
験
が
で
き
ま
し
た
。
地
域
の
活
動
・
イ
ベ
ン
ト
に
も
参
加
し
て
ゆ

く
こ
と
で
、
地
域
の
健
康
維
持
・
意
識
向
上
に
も
関
心
を
も
て
ま
し
た
。 

一
番
の
課
題
と
し
て
は
、
一
年
を
通
し
て
参
加
メ
ン
バ
ー
が
固
定
さ
れ
て
し
ま
っ

て
い
た
こ
と
や
参
加
率
の
減
少
が
み
ら
れ
た
こ
と
で
す
。
未
来
看
護
塾
の
メ
ン
バ
ー

は
多
い
の
で
す
が
、
継
続
し
て
活
動
に
参
加
し
て
い
る
メ
ン
バ
ー
は
限
ら
れ
て
い
ま

し
た
。
今
後
は
、
多
く
の
メ
ン
バ
ー
を
良
い
意
味
で“

巻
き
込
み”

、
さ
ら
に
活
動
を

充
実
さ
せ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

そ
の
ほ
か
、
活
動
記
録
と
し
て
写
真
を
残
す
よ
う
に
す
る
こ
と
、
み
か
ん
通
信
な
ど

の
広
報
面
の
強
化
、
新
た
な
活
動
や
イ
ベ
ン
ト
の
考
案
を
課
題
と
し
て
来
年
度
に
は

取
り
組
み
た
い
で
す
。 

ま
た
、
イ
ベ
ン
ト
後
の
話
し
合
い
の
場
を
き
ち
ん
と 

設
け
て
次
の
活
動
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
さ
せ
て
い
く 

必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
し
た
。
活
動
か
ら
学
ん
だ
こ 

と
を
未
来
看
護
塾
が
共
有
し
、
活
動
の
レ
ベ
ル
ア
ッ 

プ
を
常
に
目
指
し
て
い
き
ま
す
。 

本
年
も
外
出
、
調
理
、
創
作
活
動

な
ど
多
様
な
活
動
に
尽
力
頂

き
、
活
き
た
体
験
の
積
み
重
ね

を
す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。
積

み
重
ね
た
体
験
が
、
生
き
た
経

験
と
な
り
、
子
ど
も
達
は
見
違

え
る
ほ
ど
に
大
き
く
成
長
す
る

事
が
出
き
ま
し
た
。
こ
れ
も
ひ

と
え
に
未
来
看
護
塾
の
皆
様
方

が
、
目
的
を
明
確
に
持
ち
、
真
摯

に
活
動
に
参
加
頂
き
、
お
力
添

え
い
た
だ
事
に
よ
り
得
ら
れ
た

成
果
で
あ
る
事
を
ご
報
告
申
し

上
げ
、
こ
の
場
を
お
借
り
し
、
御

礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

今
後
、
益
々
の
ご
活
躍
を
ご
祈

念
申
し
あ
げ
ま
す
と
も
に
、
変

わ
ら
ず
の
お
力
添
え
を
頂
け
ま

す
よ
う
に
お
願
い
申
し
あ
げ
ま

す
。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



　男鬼は滋賀県彦根市の東の端、多賀町との境目にある山村集落です。現在住んでる人はいませんが、茅葺き民家が残り、周りの自然と一体となって
昔の集落景観をとどめています。昭和30年後半から住民の離村が始まり、昭和46年には、最後の移住者が離村しました。
その後細々と利用されていましたが、荒廃は進んでいます。
男鬼楽座では、そんな男鬼の文化を守るための事業として、男鬼に残る茅葺住居の茅葺屋根葺き替えイベントを実施しています。

プロジェクト紹介

男鬼楽座の「男鬼」とは？

男鬼楽座新聞
～未来を紡ぐ、男鬼の茅葺き～

→
 
奥畑へ 

N

0  50m

図９　男鬼集落配置図（縮尺1/500、2004年作製）
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活動の成果と課題

　今年度は男鬼での茅葺屋根葺き替えイベントを7/19,20,21の三日間開催しま
した。それぞれ39人、29人、18人の参加者があり、三日間で述べ86人が茅
葺屋根の葺き替え事業に携わりました。この数字は去年よりも大きく、事業規
模の広がりを感じます。

　ありがたいことに参加者の皆様から、このイベントに参加して「楽しかった」
「また来たい」という声をいただいています。今後のイベント開催の際にもこの
声を忘れずに、安全で楽しいイベントを提供できるよう励みます。

　今年度のイベントでも多くの参加者の
もと、男鬼の文化の保存に努めることが
できました。
　しかし現在の男鬼の活動は保存行為に
とどまっているので、今後は男鬼の地域
をもっと活用できるような事業を展開し
ていければと思っています。

イベント参加者の声

ちょっと聞いてよ！プロジェクト自慢

ーイベント参加者、昨年度より増加ー

　参加者の皆様の支えあって、男鬼での活動は1０年以上継続するプロジェクト
となりました。この折に、男鬼という地が建物の文化的な価値だけでなく、茅葺
屋根の葺き替体験の場所としても価値を得てきたものとして実感しています。

チームの重大ニュース

ー男鬼の事業、継続１０年を突破ー
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発行日：2015 年 3 月 31 日

　滋賀県立東近江市政所町にて、お茶づくりを通して地域活性

化にチャレンジするチームです。

　滋賀県立大学の授業「地域再生システム（特）論」をきっか

けに 2012 年９月に活動が始まりました。メンバーは学生、教

員のほかに本校の卒業生や社会人など、政所やお茶づくりに関

心のある人を広く募集し構成しています。

　お茶づくりに挑戦しながら、お茶はもちろん歴史や暮らし・

文化など政所の魅力を発信することがわたしたちの任務です！

政所茶レン茶 ``－とは

アメニモマケズ、カゼニモマケズ、頑張ってくれましたね。

僕の拙いお茶づくりの指導をよく理解してくれて、慣れない仕事に皆

で一生懸命取り組み努力してくれたことに感謝している。

正直言っていつ挫折されるか半信半疑の時もありましたが、初めて君

達の摘み取った新茶が出来上がった時、皆が袋の中を覗き込み驚嘆し

ながらうれしさ一杯の笑顔を見せて喜んでくれた事が忘れられない。

茶レン茶゛ーの組織は、すでに政所町内は言うに及ばず奥永源寺内に

知れ渡り今後の活動が大いに期待されている。

4年間の学生活動の中で継続していくことはなかなか大変な事ですが、

英知を結集して有名な政所茶の存続の為に末長く皆さんの力を貸して

　　　　　　　　　　　　　下さい。

　　　　　　　　　　　　　今年も茶園が君達を待っています。

白木 駒治 さん

（茶レン茶 `` ーの師匠）

5/25、31 ～ 6/1 いち大イベント 一番茶摘み ！！

まんちゃん

お茶の商品化　　　　　　　　　　6 月に摘んだ一番茶は JA の工場で製茶作

業をしてもらい、7 月に政所茶の煎茶として完成。パッケージ

作成・袋詰めなどを行い、一般に向け販売しました。

政所や私たちの活動を知ってもら

うべく県内外のイベントに参加

し、自分たちの政所茶の販売と合

わせて活動紹介を行いました。

イベント出展

月に一度、私たちの活動をお伝えす

る情報紙「茶レン茶 `` ーナル」を

発行し、政所全戸に配布しています。

地元の人に出会うと、「いつも楽し

く読んでいるよ」と仰って下さり元

気が湧きます。

情報紙の配布

　茶レン茶 `` ーの活動で一番の大イベントと

なるのが 5 月下旬から 6 月上旬にかけて行わ

れる一番茶の収穫です。普段の茶畑作業では、

主にメンバーが中心になり行っていますが、こ

の作業ばかりは多くの人たちに体験してもらい

たく、昨年に引き続き今年もイベントとして参

加者を広く募集しました。（というより、大作

業のため人手を切実に欲していました…！）

　茶摘みは時間との勝負、前泊しているチーム

は日が昇ると同時に作業が始まります。この日

のために、朝早くから、また遠方から足を運ん

で下さる気合いの入った参加者がぞくぞくと茶

摘みに専念してくださいました。なんと今年は

昨年を上回り総勢 70名以上が集まりました！

お疲れさまでした！！ご協力には深く感謝します。
いつも、みなさんの

参加費：1,000 円

（保険の加入・昼食・新茶の特典 付き）

肥料入れ 台刈り・整枝作業

こんにゃく植え

茶袋詰め

東近江スタイル 奥永源寺物産展

現在、「飛び出し坊や」ならぬ

「飛び出しまんちゃん」看板製作中

…こうご期待！！

　今年度は、昨年度同様に茶レン茶゛ーの土台づくり

に力を入れるような一年間だった。特別大きな事を為

し遂げたわけではない。しかし、全てが初めてのなか

手探り状態で実践してきた活動発足当初の作業を、今

年は一つ一つ確認し直すことができた。

　代替わりの時期に入る。発足メンバーが徐々に活動

から離れていく中、茶レン茶゛ーの活動形態も次ぎに

引き継ぐメンバーたちの個性が引き出されるようなも

のに変化していくべきだ。やりたいと思うことにはもっ

と積極的に動きたい、逆にやりづらい事に対してはど

んどん手直ししていく。今年行った確認作業を来年度

からの活動に活かしていきたい。

　活動の中に新たな挑戦を試みても、これまで築き上

げてきた地域の人とのご縁は変わらずに大切にしてい

く。というよりも、もう少し地域との距離を縮めてい

けたら…。世代は違えども、これまでの活動からも分

かるように地域の方々は私たちに対してとても良くし

てくださった。緊張しているのは私たち学生なのでは

ないだろうか。世間話をする感覚で、もっと政所の人

たちとの関係性を深められるよう心を解していきたい。

一年間を振り返る
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ビ
ッ
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ニ
ュ
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ス 

信
楽
人
の
方
々
と
の
夢
の
初
コ
ラ
ボ

～
陶
芸
体
験
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地
域
の
声 

＊
ち
ょ
っ
と
聞
い
て
よ
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プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
自
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～
本
格
的
な
お
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会
を
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＊
一
年
間
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活
動
を
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例
年
夏
の
お
泊
り
会 

例
年
お
泊
ま
り
会
の
際
に
、
子
供
た
ち

と
様
々
な
体
験
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

昨
年
度
は
ブ
ル
ー
目
の
丘
に
行
き
、
メ
イ

ン
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
ソ
ー
セ
ー
ジ
作
り

体
験
を
し
ま
し
た
。 

今
年
度
は
信
楽
で
茶
碗
作
り
の
体
験

を
し
ま
し
た
。
陶
芸
は
初
め
て
の
体
験
で

子
供
た
ち
に
と
っ
て
難
し
い
も
の
で
し

た
が
、
信
楽
人
の
方
々
が
丁
寧
に
教
え
て

く
だ
さ
り
、
ま
た
子
供
た
ち
と
学
生
が
協

力
し
あ
っ
て
素
晴
ら
し
い
作
品
を
作
り

上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
出
来
上
が

っ
た
茶
碗
は
定
例
活
動
の
お
茶
会
の
際

に
使
用
し
て
い
ま
す
。 

ハ
ー
モ
ニ
ー
は
障
が
い
児
・
者
と
そ
の

家
族
，
支
援
者
な
ど
か
ら
な
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
「
障
害
者
の
就
労
と
余
暇
を
考
え
る
会

メ
ロ
デ
ィ
ー
」
専
属
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ

ー
ク
ル
で
す
．  

メ
ロ
デ
ィ
ー
は
地
域
の
人
た
ち
の
理

解
の
中
で
普
通
の
生
活
を
し
た
い
、
働
き

た
い
と
い
う
障
害
者
の
願
い
を
実
現
さ

せ
る
た
め
，
障
害
者
の
社
会
参
加
を
促
進

し
、
就
労
の
自
立
を
図
る
と
と
も
に
余
暇

活
動
を
は
じ
め
と
し
た
豊
か
で
充
実
し

た
社
会
生
活
を
支
援
す
る
団
体
で
す
．
ハ

ー
モ
ニ
ー
と
い
う
サ
ー
ク
ル
の
名
前
は
，

メ
ロ
デ
ィ
ー
に
ハ
ー
モ
ニ
ー
を
奏
で
る

と
い
う
意
味
で
つ
け
ら
れ
た
そ
う
で
す
．  

私
た
ち
は
そ
ん
な
メ
ロ
デ
ィ
ー
に
所

属
す
る
四
歳
か
ら
二
十
二
歳
の
他
人
と

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
こ
と
に

困
難
が
生
じ
る
自
閉
症
や
ダ
ウ
ン
症
な

ど
の
障
が
い
児
・
者
と
、
そ
の
兄
弟
と
と

も
に
様
々
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
．  

メ
ロ
デ
ィ
ー
に
所
属
す
る
障
が
い

児
・
者
に
は
色
々
な
人
が
い
ま
す
．
学
生

は
障
が
い
児
・
者
を
相
手
に
し
て
い
く
わ

け
な
の
で
、
不
安
だ
っ
た
り
、
何
を
し
て

い
い
の
か
わ
か
ら
な
か
っ
た
り
、
と
い
う

こ
と
が
起
こ
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
状
況

の
中
で
メ
ロ
デ
ィ
ー
さ
ん
の
方
か
ら
、

「
活
動
の
中
で
、
も
し
も
何
か
が
起
こ
っ

た
場
合
に
は
、
す
べ
て
の
責
任
は
私
た
ち

が
と
る
、
だ
か
ら
学
生
た
ち
は
、
安
心
し

て
積
極
的
に
活
動
に
取
り
組
ん
で
く
だ

さ
い
．
」
と
い
う
お
言
葉
を
何
度
も
い
た

だ
き
、
私
た
ち
は
こ
れ
ま
で
活
動
を
続
け

て
く
る
が
で
き
ま
し
た
。  

ハ
ー
モ
ニ
ー
の
活
動
は
「
自
分
か
ら
は
、

楽
し
い
こ
と
面
白
い
こ
と
を
見
つ
け
る

こ
と
が
苦
手
な
子
ど
も
た
ち
に
、
こ
ん
な

に
楽
し
い
こ
と
が
あ
る
の
だ
な
っ
て
感

じ
て
も
ら
う
お
手
伝
い
を
し
て
い
た
だ

け
ま
せ
ん
か
？
」
と
い
う
お
母
さ
ん
た
ち

の
呼
び
か
け
か
ら
始
ま
り
、
十
年
以
上
ハ

ー
モ
ニ
ー
の
活
動
が
続
け
ら
れ
て
き
ま

し
た
． 

私
た
ち
メ
ロ
デ
ィ
ー
は
ハ
ー
モ
ニ
ー

の
学
生
さ
ん
に
十
年
以
上
専
属
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
し
て
い
ろ
ん
な
活
動
で
お
世

話
に
な
っ
て
い
ま
す
．
福
祉
を
学
ぶ
学
校

で
は
な
い
の
に
私
た
ち
の
活
動
に
興
味

を
持
っ
て
く
れ
た
学
生
さ
ん
が
現
在
二

十
名
ほ
ど
い
て
そ
れ
ぞ
れ
に
自
分
の
で

き
る
こ
と
を
一
生
懸
命
に
行
っ
て
く
れ

て
い
ま
す
． 

私
た
ち
メ
ロ
デ
ィ
ー
が
ハ
ー
モ
ニ
ー

の
学
生
さ
ん
に
求
め
て
い
る
こ
と
は
、
自

分
た
ち
が
楽
し
い
活
動
で
す
．
学
生
さ
ん

が
楽
し
い
こ
と
を
障
が
い
児
・
者
の
メ
ロ

デ
ィ
ー
の
メ
ン
バ
ー
が
楽
し
む
こ
と
、
そ

し
て
そ
れ
を
メ
ン
バ
ー
の
兄
弟
に
も
楽

し
ん
で
も
ら
い
両
親
に
も
笑
顔
に
な
っ

て
も
ら
い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
． 

 

メ
ロ
デ
ィ
ー
の
皆
が
ハ
ー
モ
ニ
ー
の

手
を
借
り
る
こ
と
で
よ
り
多
く
の
人
に

出
会
い
、
い
ろ
ん
な
と
こ
ろ
に
行
き
、
自

分
た
ち
だ
け
で
は
な
か
な
か
出
来
な
か

っ
た
こ
と
を
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
世
界

が
も
っ
と
広
が
り
成
長
へ
と
つ
な
が
り

ま
す
．
最
初
は
私
た
ち
メ
ロ
デ
ィ
ー
が
計

画
を
立
て
準
備
を
し
て
い
た
の
で
す
が

学
生
の
中
で
担
当
を
決
め
て
く
れ
任
せ

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
． 

今
年
度
は
お
茶
で
使
う
お
茶
碗
を
信

楽
で
作
っ
て
は
ど
う
か
と
い
う
学
生
さ

ん
か
ら
の
提
案
も
あ
り
ま
し
た
．
私
た
ち

親
は
す
ぐ
に
こ
の
子
た
ち
に
は
で
き
な

い
と
あ
き
ら
め
て
し
ま
い
ま
す
が
、
ハ
ー

モ
ニ
ー
の
お
か
げ
で
や
っ
て
み
よ
う
と

思
え
ま
す
． 

ハ
ー
モ
ニ
ー
の
楽
し
そ
う
な
笑
顔
の
中

に
メ
ロ
デ
ィ
ー
の
メ
ン
バ
ー
の
自
然
な

笑
顔
を
見
る
と
い
ろ
ん
な
人
の
か
か
わ

り
の
大
切
さ
を
あ
ら
た
め
て
感
じ
ま
す
．

普
通
に
楽
し
い
こ
と
を
あ
た
り
ま
え
に

同
年
代
の
人
た
ち
と
楽
し
む
、
そ
ん
な
力

を
ハ
ー
モ
ニ
ー
か
ら
い
た
だ
い
て
い
ま

す
． 

 

お
茶
会
は
定
例
活
動
の
時
に
毎
回

行
っ
て
い
る
活
動
で
す
．
茶
道
に
は
一
連

の
作
法
が
あ
り
ま
す
．
ま
た
静
か
に
し
て

正
座
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
．
苦
く
て

お
茶
を
飲
め
な
い
子
も
多
く
、
子
ど
も
た

ち
に
と
っ
て
あ
ま
り
楽
し
い
活
動
で
は

な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
．
し
か
し
、
こ
の

よ
う
な
決
め
ら
れ
た
こ
と
を
す
る
こ
と

で
決
ま
り
を
守
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
り
、

協
調
性
を
身
に
付
け
た
り
で
き
る
の
で

す
．
こ
の
時
も
学
生
が
横
に
つ
い
て
作
業

を
す
る
こ
と
で
、
何
度
も
や
っ
て
い
く
と

自
然
と
子
ど
も
た
ち
は
そ
れ
を
ま
ね
す

る
よ
う
に
な
り
ま
す
． 

 

し
か
し
、
こ
れ
ま
で
は
、
正
し
い
作
法

を
身
に
つ
け
て
い
る
学
生
が
少
な
か
っ

た
た
め
に
、
子
ど
も
た
ち
に
も
き
ち
ん
と

し
た
作
法
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
．
そ
の
た
め
に
昨
年
度
は
二
人

の
学
生
が
三
か
月
間
お
茶
の
先
生
の
も

と
に
通
い
、
正
し
い
作
法
と
子
ど
も
た
ち

へ
の
指
導
法
を
学
び
ま
し
た
． 

今
年
度
で
は
、
二
人
が
習
っ
た
こ
と
を

他
の
学
生
に
も
伝
え
、
学
生
み
ん
な
が
子

ど
も
た
ち
に
指
導
し
ま
し
た
．
ま
ず
は
、

お
茶
会
の
雰
囲
気
を
変
え
る
こ
と
か
ら

始
め
て
い
ま
す
．
こ
れ
ま
で
の
騒
が
し
い

落
ち
着
き
の
な
い
状
態
か
ら
、
静
か
で
緊

張
感
の
あ
る
空
間
を
学
生
が
作
り
だ
し
、

子
ど
も
た
ち
が
そ
れ
を
ま
ね
す
る
よ
う

に
回
数
を
重
ね
て
い
ま
す
． 

急
に
難
し
い
作
法
を
覚
え
る
の
は
学

生
で
も
大
変
で
す
．
し
か
し
、
大
切
な
の

は
作
法
を
覚
え
る
こ
と
で
は
な
く
、
お
茶

を
通
し
て
ル
ー
ル
や
協
調
性
、
思
い
や
り

の
心
を
身
に
つ
け
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
．

こ
れ
こ
そ
簡
単
に
で
き
る
こ
と
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
子
ど
も
の
成
長
を
継
続
的

に
見
る
こ
と
が
で
き
る
ハ
ー
モ
ニ
ー
で

あ
る
か
ら
こ
そ
可
能
な
こ
と
だ
と
思
い

ま
す
． 

 

初
め
て
障
が
い
児
・
者
た
ち
と
触
れ
合

っ
た
時
は
、
接
し
方
も
わ
か
ら
ず
、
戸
惑

う
こ
と
ば
か
り
で
し
た
。
で
も
、
一
つ
一

つ
の
活
動
を
通
し
て
行
く
う
ち
に
少
し

ず
つ
か
か
わ
り
方
が
わ
か
る
よ
う
に
な

っ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
一
緒
に
学
生
と

活
動
す
る
こ
と
で
障
が
い
児
・
者
さ
ん
た

ち
に
人
と
触
れ
合
う
こ
と
の
楽
し
さ
を

伝
え
る
こ
と
が
で
き
た
。 

ま
た
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
お
茶
会
や

陶
芸
な
ど
の
体
験
を
し
て
ル
ー
ル
を
守

る
こ
と
の
大
切
さ
や
達
成
し
た
時
の
喜

び
、
自
ら
考
え
て
行
動
す
る
力
を
身
に
つ

け
て
も
ら
え
る
よ
う
な
活
動
を
行
う
こ

と
が
で
き
た
。
そ
の
際
、
学
生
も
障
が
い

児
・
者
の
す
る
こ
と
を
何
で
も
手
伝
う
の

で
は
な
く
、
自
分
で
で
き
る
こ
と
は
、
自

分
で
し
て
も
ら
う
と
い
う
こ
と
や
、
自
分

が
し
て
ほ
し
い
こ
と
を
押
し
付
け
る
の

で
は
な
く
、
障
が
い
児
・
者
が
何
を
し
た

い
の
か
、
ま
た
何
を
言
い
た
い
の
か
、
と

い
う
こ
と
を
聞
い
て
あ
げ
る
こ
と
が
大

事
だ
と
わ
か
っ
た
。 

課
題
と
し
て
は
自
分
の
担
当
す
る
障

が
い
児
・
者
さ
ん
が
い
る
の
に
、
学
生
た

ち
で
話
し
込
ん
で
し
ま
い
、
自
分
の
担
当

す
る
障
が
い
児
・
者
さ
ん
が
ど
こ
か
え
行

っ
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
が
あ
っ
た
。
自

分
が
楽
し
む
こ
と
も
大
事
だ
が
、
担
当
に

つ
い
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
忘
れ
て
は

い
け
な
い
と
思
っ
た
。 

ま
た
、
夏
の
お
泊
ま
り
会
が
台
風
に
よ

っ
て
中
止
に
な
っ
た
こ
と
や
、
い
も
掘
り

が
雨
で
中
止
に
な
っ
た
こ
と
が
残
念
だ

っ
た
の
で
来
年
度
は
活
動
で
き
た
ら
い

い
と
思
い
ま
す
。 

(

↓
カ
ヌ
ー
体
験
時
の
様
子) 
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発行日：2015 年(平成 27年) 3月 31 日 チーム名：滋賀県大 BASSER’S（バサーズ）                                  内湖における侵略的外来種駆除 

守ろう！琵琶湖の在来種 ば
さ
ぁ
ず
瓦
版 

？滋賀県大 BASSER’Sって？ 

滋賀県立大学の学生団体「滋賀県大 BASSER’S（バサーズ）」は琵琶湖の外来

生物問題に学生として何かしたいとの思いから、釣り好き、魚好き、生き物好きな学

生が集まって発足した。学生として他の学生や地域へ働きかけ、地元の水域環境

を守ることを目的としている。主な活動は、琵琶湖の内湖における月 2 回ほどの外

来魚駆除と在来魚類のモニタリング。獲った外来魚はできるだけ胃の内容物や耳

石による年齢の確認も行なっている。そのほか、外来魚駆除釣り大会やお魚採りイ

ベントの自主開催、学生向けの勉強会や県と連携した活動、大学祭でのブース出

展もしており、地域との連携、活動の展開が期待されている。 
 

み
ん
な
で
外
来
魚
駆
除 

 

 

二
〇
一
四
年
六
月
二
八
日
、
滋
賀
県
大

B
A

S
S

E
R
’S

で
は
、
地
域
の
人
に
外
来
魚
問
題
に
つ
い
て
学
ん
で
も
ら

お
う
と
、
「
第
四
回
外
来
魚
駆
除
釣
り
大
会in

神
上
沼
」

を
開
催
し
た
。 

当
日
は
、
明
け
方
ま
で
雨
が
降
っ
て
い
た
曇
り
空
の

中
、
釣
り
開
始
か
ら
続
々
と
ブ
ル
ー
ギ
ル
が
釣
れ
た
。
ま

た
、
解
剖
で
は
、
オ
オ
ク
チ
バ
ス
の
胃
か
ら
魚
類
や
エ
ビ

類
が
出
て
く
る
様
子
を
観
察
で
き
た
。
参
加
者
は
「
ブ
ラ

ッ
ク
バ
ス
の
お
腹
か
ら
魚
が
い
っ
ぱ
い
出
て
き
て
び
っ

く
り
し
た
」
と
、
オ
オ
ク
チ
バ
ス
が
在
来
魚
を
捕
食
し
て

い
る
現
状
に
驚
い
て
い
た
。 

実
際
に
釣
り
を
す
る
こ
と
で
、
外
来
魚
が
多
く
釣
れ
る

現
状
を
感
じ
て
も
ら
っ
た
。
ま
た
、
解
剖
を
同
時
に
行
な

っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
外
来
魚
問
題
の
一
つ
で
あ
る｢

食

害
に
よ
る
在
来
種
へ
の
影
響｣

を
参
加
者
に
知
っ
て
も
ら

う
こ
と
が
で
き
た
。 

地
域
の
人
々
が
身
近
な
環
境
の
生
き
物
に
つ
い
て
知

る
こ
と
は
非
常
に
大
切
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト

を
継
続
し
て
開
催
し
、
地
域
の
中
で
生
き
物
に
関
し
て
興

味
を
持
つ
人
が
徐
々
に
増
え
て
い
く
こ
と
が
今
後
の
目

標
で
あ
る
。 

地
域
の
声 

 

毎
年
、
我
々
の
開
催
す
る
イ
ベ
ン
ト
で
子
供
た
ち
に
ご
指
導

頂
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
バ
サ
ー
ズ
さ
ん
の
「
生
き
物

観
察
会
」
は
毎
年
大
人
気
で
、
子
供
た
ち
が
す
と
て
も
楽
し
そ

う
な
顔
を
し
て
い
る
の
が
印
象
的
で
す
。
ま
た
来
年
度
以
降
も

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

大
学
生
の
み
な
さ
ん
の
よ
う
な
若
い
方
々
と
の
活
動
は
、
子

供
た
ち
に
と
っ
て
も
素
晴
ら
し
い
刺
激
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
今

後
も
、
地
域
の
子
供
た
ち
に
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
欲
し

い
と
思
い
ま
す
。 

愛
西
土
地
改
良
区 

魚
住
俊
介 

 

 

 

↓
釣
り
大
会
の
様
子 

↑
外
来
魚
の
解
剖
体
験 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

二
〇
一
四
年
十
月
二
五
日
、
滋
賀
県
大

B
A

S
S

E
R
’S

で
は
秋
の
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
、「
県
大
水
路
探
検
隊
」
を
開
催
し
た
。

開
催
地
は
、
県
立
大
学
南
駐
車
場
そ
ば
を

流
れ
る
水
路
で
あ
っ
た
。 

参
加
者
と
水
路
に
入
り
、
魚
と
り
を
行

な
っ
た
魚
と
り
の
後
は
、
採
れ
た
生
き
物

の
説
明
を
行
な
っ
た
。
生
き
物
を
プ
ラ
ケ

ー
ス
に
移
し
、
参
加
者
の
目
の
前
で
生
き

物
を
展
示
し
な
が
ら
そ
の
生
き
物
の
生

態
な
ど
に
つ
い
て
解
説
し
た
。 

続
い
て
、
水
路
の
水
質
調
査
を
行
な
っ

た
。
参
加
者
が
入
る
前
の
水
路
の
水
を
用

意
し
、
参
加
者
全
員
でC

O
D

パ
ッ
ク
テ 

ス
ト
を
用
い
て
水
質
を
測
定
し
た
。
ま
た
、1

週
間
前
か
ら

測
定
し
て
お
い
た
水
路
の
水
質
を
ま
と
め
て
グ
ラ
フ
を
作

り
、
一
週
間
のC

O
D

の
変
化
を
観
察
し
た
。
参
加
者
か
ら 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 県大水路探検隊

 

↑
水
質
調
べ
の
様
子 

 

今
年
度
で
我
々
の

活
動
は4

年
目
と
な
っ

た
。
創
立
メ
ン
バ
ー
の
ほ

ぼ
全
員
が
大
学
を
離

れ
、
全
く
新
し
い
メ
ン
バ

ー
で
の
活
動
で
あ
っ

た
。
し
か
し
、
新
メ
ン
バ

ー
を
含
め
た
全
員
が

活
動
の
目
的
を
理
解

し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
活
動

の
中
で
き
っ
ち
り
と
役

割
を
果
た
す
こ
と
が
で

き
た
。

啓
発
活
動
に
つ
い
て

は
、
『水
路
探
検
隊
』
イ 

活たぼれーたー活しの割きは

1年を振り返って 
ベ
ン
ト
を
初
め
て
開
催
し
た
。
参
加

者
こ
そ
少
な
か
っ
た
も
の
の
、
内
容

と
し
て
は
と
て
も
良
い
イ
ベ
ン
ト
と

な
っ
た
。
啓
発
イ
ベ
ン
ト
は
参
加
者

が
い
て
成
り
立
つ
も
の
で
あ
る
の

で
、
参
加
者
を
多
く
募
る
方
法
を

考
え
、
よ
り
多
く
の
人
が
水
辺
の

環
境
に
親
し
み
や
興
味
を
持
つ
よ

う
な
機
会
を
提
供
し
て
い
き
た

い
。
し
か
し
、
単
に
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
す
る
だ
け
で
終
わ
る
の
で
は
意

味
が
な
い
。
地
域
の
水
辺
で
の
課

題
を
見
極
め
、
意
味
の
あ
る
啓
発

活
動
を
行
な
う
こ
と
を
目
標
と
す

る
。 

代
表 

北
野
大
輔 

は
、「
あ
ん
ま
り
き
れ
い
だ
と

思
っ
て
い
な
か
っ
た
け
れ

ど
、
測
っ
て
み
る
と
意
外
に

き
れ
い
な
ん
だ
と
わ
か
っ

た
。
」
と
い
う
感
想
が
あ
っ

た
。 身

近
な
自
然
の
中
で
生
き

物
と
触
れ
合
う
こ
と
を
楽
し

ん
で
も
ら
う
こ
と
が
で
き

た
。
さ
ら
に
、
水
質
調
査
を

行
な
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
生

き
物
以
外
の
視
点
か
ら
水
辺

の
環
境
に
対
し
て
関
心
を
持

っ
て
も
ら
え
た
。 

 



成果と反省！

地域の声！

プロジェクト自慢！

2015年3月31日発行

私たち三階蔵部は、
地域に住む人たちに
伝統的建造物を通して見る
「近江八幡の魅力」を
再認識してもらうことを
目的として活動しています。
今後も、歴史的価値の高い
建造物を、地域資源として
生かすことが出来るように
活動していきたいです。

八幡掘DAYの開催！

発行：三階蔵部

▼伴家　出口さんより

「今年度は９月と１１月の２回、伴家住宅３階部分の
公開事業を実施していただきました。
濱崎先生を始めとした学生の皆様の協力で事業を
実施していただき、本当感謝しています。

９月の事業は、八幡堀まつりという近江八幡では唯一
、夜の八幡堀界隈を楽しめる２日間に実施いただき、
西川家住宅や谷田邸の公開もあり大忙しでしたが、
今回は皆さんがそれぞれ浴衣姿でお客様をお迎えする
という趣向を凝らし、来館した方々を楽しませてくださいました。

１１月の事業は、観光シーズン真只中の日曜日、
午後からの３時間、ガイド付きの特別公開を実施し、
お客様が途切れることなく見学してくださいました。
濱崎先生の解説ということもあり、地域のボランティアガイド達も
とても期待していましたし、学生さんが詳しく説明してくれたと
お客様には大好評でした。
また今回は、建物の特徴を解説したパンフレットを準備いただき、
お客様はとても喜んでいました。

事業の内容をグレードアップしたり、毎回違うアプローチを
試みる姿勢は素晴らしいですが、このような事業は無理をして
息切れするより、継続させることも重要です。
近江八幡には大学がないので、学生がこの町で何らかの事業を
すること自体が大変貴重で、喜ばれるのではないでしょうか。
マンネリでは？と思っても、自分たちが楽しめるなら、
同じ事を継続させることも大切だったりします。
実は私もいつもそれを念頭に置いて伴家での仕事をしています。
住民や観光客の双方とも年齢層の高いエリアですから、
どのような形であれ、学生達の継続した活動が
この地に根付いて行く事を期待しています。

濱崎先生の解説を聞くたびに新たな知識を得られ、
随時お客様への説明に反映できて
私にはとても有意義な事業となっています。
皆さんが考える近江八幡の良い部分を
これからも発表し続けてくださいね。」

プロジェクト紹介！

9月13日、14日に八幡堀まつり内のイベントとして、八幡堀DAYを開催しました。
旧西川家住宅には、13日昼112人、夜690人、14日昼239人、夜925人の大勢の方に来場いただき、
多くの方に八幡の魅力を発信できたのではないかと思います。
また、夜の公開ではライトアップやあかりんちゅによるキャンドルナイトなどによって、普段とは違った八幡の雰囲気を感じることができ、
新たな魅力を発信することもできたのではないかと思います。
さらには、普段は公開されていない伴家の3階部分も公開して説明をすることが出来たので、多くの方に今まで知らなかったことを伝えられ、
改めて八幡の良さを発信していけたと感じています。
さらに、八幡堀DAYを開催したことによって、地元の方同士・他地域の方との交流の場を提供することが出来たのではないかと感じています。

このような場を提供して、地元の方の郷土愛の増進にも繋がった活動であったと思います。
つたない説明ではありましたが、大勢の方が真剣に私たち三階蔵部のメンバーの説明を
聞いてくださり、とても嬉しかったです。
少しでも八幡の魅力に気がついてくれ、興味を持ってもらえるきっかけとなれば幸いです。

　滋賀県に3つある重要伝統的建造物群保存地区
の1つである、近江八幡市で八幡の魅力を
発信していくために、自分たちでガイドを
することがきたことが1番の自慢だと思います。
このような場でガイドをするという機会は
なかなか無く、貴重な体験です。
　近江八幡の魅力を伝えるための活動に
関わることができ、さらには地域の人たちとの
関わりなどを通して私たち自身も、
新たな近江八幡の魅力を知ることが
出来たことはとても良かったと思います。

1年間の活動を通しての成果は、八幡堀DAYなどのイベントを通して八幡の魅力を
多くの方に発信できたことです。昨年度のイベントの時よりも、公開家屋を
増やしたり、八幡堀まつりと共催したりすることで、多くの方を呼ぶことができ、
新たな八幡の魅力も伝えられたのではないでしょうか。
また他地域の視察を行うことで八幡では学べないことも学ぶことができ、
多くの方と交流が出来ました。さらには、楽座メンバーで伝統的建造物に対する
知識を共有したり等も充実していたのではないかと思います。
さらに、昨年度は広報不足が課題となっていましたが、今年度はパネル展を
始めとして、デザインカレッジ・フォーラムでの発表や新聞などのメディアにも
積極的に働きかけるようにしました。
　今後の展望としては、公開建造物の対象を広げたいと思います。
八幡は商人の町並みが有名ですが、商人の町並み以外の八幡の魅力も
発信していけたら、もっと多くの方が八幡の良さを感じることができると思います。
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け
た
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５

  

春
祭
り
は
今
年
で
、
三
度
目
と
な
っ
た
。
今
回
の
お
祭
り
で
は
、
た
こ
焼

き
屋
台
、
竹
の
会
所
の
目
の
前
の
浜
で
「
砂
だ
ん
ご
チ
キ
ン
レ
ー
ス
」
を
開

催
し
た
。
毎
回
、
こ
の
お
祭
り
を
楽
し
み
に
し
て
く
れ
て
い
る
子
ど
も
た
ち

と
共
に
楽
し
い
時
間
を
す
ご
す
こ
と
が
で
き
た
。

　

ま
た
、
お
祭
り
の
一
週
間
前
か
ら
現
地
に
赴
き
、
建
設
か
ら
時
間
が
た
ち

生
じ
て
き
た
ひ
ず
み
や
ゆ
が
み
、
各
所
の
竹
材
の
痛
み
を
補
修
、
竹
の
会
所

デ
ッ
キ
修
理
、
浜
の
会
所
屋
根
ト
ラ
ス
補
強
な
ど
の
補
修
を
行
っ
た
。
同
時

に
ま
ち
歩
き
も
行
い
、
震
災
か
ら
３
年
経
っ
た
町
を
歩
き
、
復
興
に
つ
い
て

考
え
さ
せ
ら
れ
た
。

たけとも 春祭り・夏祭り 開催

バンブーハウス2号建設

　

現
在
、
滋
賀
県
湖
南
市
の
菩
提
寺
で
バ
ン
ブ
ー
ハ
ウ
ス
２
号

の
建
設
を
進
め
て
い
る
。
一
昨
年
か
ら
、
進
め
ら
れ
て
き
た ―

竹
の
庭―

 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
活
動
で
あ
り
、
竹
林
の
整
備
を
進

め
て
き
た
。
２
号
の
建
設
に
は
、
延
べ
４
０
人
の
学
生
が
参
加
し

、
建
設
を
行
な
っ
て
い
る
。
建
設
中
は
、
地
元
の
人
が
覗
き
に
き

て
く
れ
た
り
、
子
ど
も
た
ち
の
「
い
つ
で
き
る
の
？
」
な
ど
と
い

う
言
葉
も
も
ら
い
、
力
と
な
っ
た
。

　

４
月
４
日
に
は
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
を
行
な
う
予
定

で
あ
る
。

」
り
祭
夏
も
と
け
た
「

9
21

  

夏
祭
り
も
春
祭
り
同
様
に
、
子
ど
も
達
に
喜
ん
で
も
ら
え
る
建
築
学
生
な

ら
で
は
の
こ
と
を
中
心
に
企
画
し
た
。
み
ん
な
で
花
火
を
し
た
り
と
、
学
生

と
子
ど
も
た
ち
で
賑
や
か
な
時
間
と
な
っ
た
。
地
元
の
方
か
ら
の
「
こ
う
し

て
毎
年
お
祭
り
を
や
っ
て
く
れ
た
ら
、
私
は
こ
ど
も
連
れ
て
毎
年
行
き
ま
す

！
今
ま
で
も
毎
年
ち
ゃ
ん
と
着
て
る
か
ら
ね
！
」
と
い
う
言
葉
を
も
ら
い
、

継
続
の
大
切
さ
を
改
め
て
実
感
し
た
。

　

ま
た
、
３
年
目
の
今
年
は
こ
れ
か
ら
の
こ
と
を
考
え
、
地
元
に
愛
さ
れ
る

空
間
作
り
を
目
標
に
、
竹
の
会
所
の
敷
地
の
周
辺
整
備
を
行
な
っ
た
。

　

今
年
で
、
施
工
時
の
メ
ン
バ
ー
が
ほ
と
ん
ど
卒
業
す
る
こ
と
も
あ
り
、
受

け
継
ぎ
方
を
深
く
考
え
る
機
会
と
も
な
っ
た
。

NEW



とよさと快蔵プロジェクト 10th anniv.

2014 ミツマルシェ2014 ミツマルシェ
　 2012 年から始まったミツマルシェも今回で 3 回目を開催！酒蔵祭りと　 2012 年から始まったミツマルシェも今回で 3 回目を開催！酒蔵祭りと
同時開催の事があってか嬉しい事に来場者数が毎年増加傾向に。もしか同時開催の事があってか嬉しい事に来場者数が毎年増加傾向に。もしか
したらまちに定着してきた証拠かもしれない！今年の出店者の方々じゃしたらまちに定着してきた証拠かもしれない！今年の出店者の方々じゃ
滋賀県立大学の生活デザインの方、豊郷のコミュニティハウスの方々が滋賀県立大学の生活デザインの方、豊郷のコミュニティハウスの方々が
中心だったため、和気あいあいとした感じで去年や昨年とはまた違った中心だったため、和気あいあいとした感じで去年や昨年とはまた違った
雰囲気が味わえた。雰囲気が味わえた。

タルタルーガ　七曲りフェスタ

　今年で 10 年を迎えたとよさと快蔵プロジェクト。12 月 27，28 日
の 2 日間にかけて、10 年という一つの大きな節目として、現役、OB、
OG、まちづくり委員会など今までとよさと快蔵プロジェクトに関わっ
たことのある方を交えてイベントを行った。
　イベントでは10年間に行ってきたことを年表にまとめたものを使っ
て、その時のそれぞれの思いを付箋に書き貼り付けていき、その他に
もこれまでの想い出、今の想い、これからについて語りながら、「快
蔵のススメカルタ」の作成を行い、夜には大忘年会をするなど、世代
を超えた交流を行った。

発行日 2015 年 3月 31 日

  2004 年に発足したとよさと

快蔵プロジェクトは今年で 10

年を迎えました。この 10 年

間で 11 件の古民家や蔵をま

ちづくり委員会の方々と協力

しながら改修し、時には町内

イベントへの参加、自らのイ

ベントの開催をすることで、

学生なりの視点で「まちづく

り」が何かというのを考え、

豊郷という町を元気にしよう

と活動をしています。

とよさと合宿　駐輪場完成 !!とよさと合宿　駐輪場完成 !!
　 今までメンバーが空いてる日で活動を行ってきたが、今回は夏休みの前半と
後半で 2 回に分けて 1 週間づつ合宿をしながら一気に改修をするという形をとっ
てみた。その中での活動は今まで改修した物件のメンテナンスが主だったが、
加えて 2014 年 3 月にオープンしたシェアハウス兼コミュニティーハウス、「お
こうさん」に駐輪場を作成した。作る中でグラつくなどの問題も発生したりし
たが、地域の人々に相談したところアドバイスを受け上手く作ることに成功した！

改めて、この関係が 10 年続いてきたんだなという思
いです。この活動を引き続き後輩たちに受け継いで
関わっていけたら、ほんとうにありがたいことだと
思います。 　　　　　　とよさとまちづくり委員会 K さん

この町に残って頂ける人材を、この町で活躍できる
場を提供出来るように共に励んで行ければ幸いです。
末長く、よろしくお願いします。　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　とよさとまちづくり委員会 O さん

来年度も学生とどんどん関わっていきますので、宜
しくお願いします。         とよさとまちづくり委員会 M さん

　 ４月は新入生歓迎会にまちづくり委員会の方々が参
加し、８月のとっと祭り、タルタルーガのビアガーデン、
加えて今年の夏には豊郷の小学生たちと通学合宿、秋に
はパンプキンフェスタ、オータムフェスタ、他にも様々
な町内イベントやスポーツ大会。このように１年中、地
域の方々との交流が多く、親睦を深めることができる。

地域の方々との交流

　学生自身が改修した蔵で、経営も学生がしている
タルタルーガ。地域の常連さんが来てくださる中、
興味を抱いてきてくださる新規のお客様がいたりと
少しずつ知名度が上がっているのでは感じることも
しばしば。ときには、とよさらださんの野菜を使っ
たメニューもあり、他の楽座とのコラボもしている。
今年度は七曲がりフェスタというイベントから声掛
けがあったため、出張タルタルーガとして参加をし、

今年度は、活動の範囲も広がり、プロジェクトの認知度も増した。また、活動 10 周年を記念したイベントでは、今までの活動を改めて振り返る良
い機会となり、まちづくり委員会とメンバーの意識が上がるきっかけとなった。まちとの関わりも深まり、これからの活動の幅も広がっていく。ま
ちの人ときちんと対話をしながら、活動を進めていき、まちの人と一緒に豊郷町を楽しみ、盛り上げていく。さらに「学生が住まう」ことを活かしたり、
つながりの少ない中高生や、子供たちを巻き込んだ活動も展開していきたい。



活動報告ニュースペーパー  

お手伝い引き受けますプロジェクト

八百秀アパートプロジェクト

淡路研修

各種イベントへの参加

TTP が町の人からの依頼を引き受ける、「お手伝い引き受けますプロジェクト」が継続して行ってきまし
た。今年度は、真如寺での花祭りでレクリエーションを行ったほか、ランニングバイクレースでの屋台の出
店、水谷での地域おこし協力隊と共同でこんにゃく畑の土寄せ作業を行いました。今後もプロジェクトによ
って TTP の活動をより充実させ、多くの人に知ってもらう機会にしていきたいと考えています。

e―モールたがとはfacebookを活用した仮想商店街です。多賀町商工会青年部さんが中心となり、これを通
して多賀の企業やお店などを紹介、発信して人々により多賀という町を知ってもらおうという目的の元行わ
れている活動です。私たちTaga-Town-projectは昨年の7月より参加させていただきました。私たちは、e―
モール多賀に登録している企業やお店を訪れ、取材をして、得られた情報をfacebookに投稿して人々に広め
ることで活動に参加しています。この活動を通して私たちの知らない多賀の
魅力を知ることができ、また、この多賀の魅力をより多くの人に知ってもら
いたいという気持ちが強まりました。これからも私たちはe―モールたがを
活用して多くの人に魅力を発信していきたいと思います。

庭改修プロジェクトの一環として、八百秀アパートの庭にシャベルやくわなどを収納する道具箱を製作しま 
した。今回は新1回生にTTPの活動を体験してもらうことも兼ねたワークショップ形式で行いました。木材
を 少しずつ重ねながら組み立てるという変わった構造な上、メンバーのほとんどが木工初心者でしたが、3
日 間に渡る作業で無事完成しました。この道具箱によって、八百秀の庭がより作業しやすい場所になりま
した 。

淡路島の多賀、伊弉諾神宮では、滋賀の多賀との類似点や相違点を取材しました。主な類似点としては、多 
賀大社の古例祭と同じ時期に祭を行っていた、ということです。また相違点は、伊弉諾神宮は歩いて裏側を 
見ることが出来るということと、伊弉諾神宮には多賀講にあたる存在がないということです。講の有無に関 
しては滋賀と違い、淡路島は周りが海であるため、島内だけの信仰に留まったのだと考えられます。この淡 
路島旅行はまだまだ多賀は奥が深いことを再確認するとともに、さらなる興味を沸かせるきっかけとなりま 
した。取材したことを新聞形式でまとめ、ふるさと楽市で配布しました。

今年度も、多賀町で行われる様々な行事に参加しました。春に行われる古例大祭、秋に行われるふるさと楽 
市といった多賀町の祭りに参加した他、今年度は多賀町立スポーツ施設B&G海洋センターで開催されたラン 
ニングバイクレースにて、模擬店を出店しました。古例大祭では、奴さんや当日準備を行った。10月のふ
るさと楽市では、企画に携わる実行委員会に参加し、当日も運営及び模擬店も出店した。
実際に多賀に行ってお祭りに参加することで、地域の人とコミュニケーショ
ンを とる貴重な場となっています。

TTPの活動は「八百秀アパートプロジェクト」「eモールたがプロジェクト」、「お手伝い引き受けますプ
ロジェクト」、そして様々なイベントへの参加といったように、多岐にわたっています。そのため、それぞ
れのメンバーが自分の得意なことや好きなことを活動の中で活かすことができます。また、自分たちのやり
たいことを企画する事もできるので、積極的につづけられるというのも魅力のひとつです。活動の中で 、
歴史のこと、自然のこと、コミュニティのこと等、色々な地域についての情報を教えて頂くことができ、 
またそこから自分の興味を引き出し、発信すること、そして地域を見つめなおし、地域へ貢献することに繋 
がっていきます。

新プロジェクトの始動によって活動範囲の拡大に向け、一歩目は踏み出せたかと思います。このまま、今回 
の活動のみで満足せず、新たに作った人とのつながりを維持するように努め、今後の活動につなげていきた 
いです。 反省点は多いと思います。メンバー全員が情報を共有できていなかったり、一部のメンバーに負
担がかかり すぎたりしていました。また、活動のモチベーションを維持できていなかったこともたびたび
ありました。 こうしたことの理由としては、メンバー内でのコミュニケーションがしっかりととれていな
かったこと、連 絡手段を統一できなかったことが挙げられます。活動の中、あるいはそのほかのことで自
分が苦しい時にそれを本音で言えるだけの関係がメンバー内で築けていませんでした。これからは、地域の
人々とのコミュ ニケーションはもちろん、メンバー内でのコミュニケーションも大切にし、活動のモチベ
ーションを維持さ せ、地域での活動を円滑に進められるように努めてまいります。

今年度から始動した新プロジェクトの「eモールたが」によって、広範囲な地域で新たな人とのつながりが 
できました。それぞれの事業所への思いだけでなく、多賀という町そのものに対する気持ちを語ってくださ 
る人、「eモールたが」などの現在の事業に関する問題点を挙げてくださる人、TTPのような学生の団体に 
求めることを話してくださる人など、多くの人々が多賀に対し、熱い思いを持っています。

2015年3月31日　発行

01 Big Newseモールたが活動開始！ 

0 2 プロジェクト紹介平 成 26年度の活動内容

0 3 特技を活かせる！  ちょっときいてよ！プロジェクト自慢

0 4 アツい！多賀の人々  地元の声

0 5 情報の共有を！ １年間の活動を通した課題と成果
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木
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

と
は

　

東
日
本
大
震
災
と
い
う
未
曽
有
の
事
態
を
目
の

前
に
し
、
建
築
・
デ
ザ
イ
ン
を
学
ぶ
私
た
ち
に
何

が
で
き
る
の
か
、
何
か
し
な
け
れ
ば
と
い
う
思
い

か
ら
立
ち
上
が
っ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。
加
子
母
木

匠
塾
を
母
体
と
し
た
、
モ
ノ
づ
く
り
に
よ
っ
て
復

興
支
援
を
行
う
団
体
で
あ
る
。
修
士
一
回
生
を
中

心
に
滋
賀
建
立
大
学
環
境
建
築
デ
ザ
イ
ン
学
科
の

学
生
と
名
城
大
学
柳
沢
研
究
室
の
学
生
で
構
成
さ

れ
る
。

　

田
の
浦
と
の
つ
な
が
り
は
現
地
で
活
動
さ
れ
て

い
た
環
人
ネ
ッ
ト
の
副
理
事
長
で
あ
る
田
中
好
一

さ
ん
の
知
人
で
あ
る
気
仙
沼
市
社
会
福
祉
協
議
会

の
職
員
の
方
の
紹
介
が
き
っ
か
け
で
あ
っ
た
。　

 

番
屋
移
築

　

2014

年4

月
、
田
の
浦
で
活
動
す
こ
と
を
決

め
た
私
た
ち
は
番
屋
を
移
築
す
る
た
め
の
案
出
し

を
行
っ
た
。2011

年
度
に
建
て
た
こ
の
番
屋
は

漁
港
修
復
の
た
め
に
一
度
移
築
さ
れ
て
お
り
、
現

在
は
漁
港
の
端
の
ほ
う
に
建
っ
て
い
る
。
し
か
し
、

今
度
は
こ
の
場
所
に9

ｍ
を
越
え
る
防
潮
堤
の
建

設
が
決
ま
り
、
番
屋
が
工
事
の
邪
魔
に
な
っ
て
い

た
。
地
元
の
漁
師
さ
ん
た
ち
の
「
壊
す
の
は
も
っ

た
い
な
い
」
と
い
う
言
葉
か
ら
再
び
番
屋
を
移
築

す
る
こ
と
を
考
え
た
。

　

2015

年3

月
、
よ
う
や
く
移
築
を
行
う
こ
と

が
決
ま
っ
た
。
場
所
は
も
う
一
度
漁
港
の
作
業
場

近
く
で
あ
る
。
機
能
は
お
な
じ
ま
ま
で
番
屋
と
し

て
使
う
予
定
だ
。
震
災
か
ら
ち
ょ
う
ど4

年
の3

月11

日
に
移
築
は
完
了
し
た
。

よ
り
使
い
や
す
い

　

交
流
セ
ン
タ
ー
へ

　
　

現
地
の
方
の
要
望
は
番
屋
だ
け
で
は
な
か
っ

た
。3

月
に
交
流
セ
ン
タ
ー
に
新
た
な
ト
イ
レ
が

建
て
ら
れ
た
が
、
一
度
外
に
出
な
い
と
い
け
な
い

な
め
に
非
常
に
使
い
に
く
い
と
い
う
こ
と
だ
っ

た
。
そ
こ
で
私
た
ち
は
ト
イ
レ
と
交
流
セ
ン
タ
ー

を
つ
な
ぐ
動
線
を
確
保
す
る
こ
に
し
た
。

　

ま
た
、
増
築
さ
れ
た
交
流
セ
ン
タ
ー
は
施
錠
時

に
腰
を
落
ち
着
か
せ
る
空
間
が
な
か
っ
た
た
め
、

座
る
場
所
が
ほ
し
い
と
の
こ
と
だ
っ
た
。
そ
の
た

め
に
半
屋
外
空
間
に
常
設
の
ベ
ン
チ
と
移
動
さ
せ

る
こ
と
の
ベ
ン
チ
を
設
計
し
、
敷
地
前
面
部
の

ガ
ー
デ
ン
に
は
日
陰
に
な
る
よ
う
に
パ
ー
ゴ
ラ
を

設
置
す
る
こ
と
に
決
め
た
。

毎
月
の
訪
問

　

田
の
浦
に
は
毎
月
通
う
こ
と
を
決
め
た
。
地
域

の
人
の
声
を
少
し
で
も
多
く
聞
く
た
め
で
あ
る
。

交
流
セ
ン
タ
ー
で
は
毎
月
、
田
の
浦
フ
ァ
ン
ク
ラ

ブ
に
よ
る
お
茶
っ
こ
会
な
ど
が
行
わ
れ
て
お
り
、

ピ
ザ
パ
ー
テ
ィ
や
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
に
し
に
地
域
の

方
々
が
集
ま
っ
て
い
た
。
私
た
ち
は
そ
の
イ
ベ
ン

ト
に
毎
回
参
加
す
る
こ
と
で
田
の
浦
の
方
と
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
は
か
る
こ
と
に
努
め
た
。

５
年
目
へ

　

2015

年3.11

日14

時26

分
。
田
の
浦
に

て
黙
祷
を
行
っ
た
。
東
日
本
大
震
災
か
ら4

年
、

被
災
地
は5

年
目
へ
と
は
い
っ
た
。
学
生
の
中
で

も
震
災
当
時
の
状
況
を
経
験
し
た
人
が
少
な
く
な

り
つ
つ
あ
る
。
そ
れ
で
も
な
お
田
の
浦
へ
通
い
続

け
る
こ
と
は
で
き
る
の
か
？

　

木
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
モ
ノ
づ
く
り
に
よ
っ
て

復
興
支
援
を
行
う
団
体
で
あ
る
。
し
か
し
、
今
被

災
地
で
求
め
ら
れ
て
い
る
の
は
モ
ノ
そ
れ
自
体
で

は
な
い
。
地
域
の
方
々
が
み
な
口
を
そ
ろ
え
て
い

う
の
は
「
来
て
く
れ
る
だ
け
で
う
れ
し
い
。」
と

い
う
言
葉
で
あ
る
。
私
た
ち
は
こ
の4

年
間
、
継

続
的
に
田
の
浦
へ
通
い
、
建
設
活
動
を
行
っ
て
き

た
。
今
後
、
こ
れ
ら
の
活
動
を
続
け
る
こ
と
が
難

し
く
な
り
つ
つ
あ
る
。
そ
れ
で
も
田
の
浦
と
の
繋

が
り
を
絶
や
し
た
く
は
な
い
。

制
作
活
動

　

夏
季
制
作
活
動
は
前
半2

週
間
、
後
半1

週
間
。

冬
季
制
作
活
動
も2

週
間
に
及
ん
だ
。
制
作
は
基

礎
か
ら
木
加
工
、
建
て
方
ま
で
自
分
た
ち
の
手
で

行
う
。
地
元
の
基
礎
屋
さ
ん
や
木
材
店
、
板
金
屋

さ
ん
の
協
力
も
得
て
な
ん
と
か
無
事
に
完
成
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
た
。
地
域
の
方
々
は
毎
日
の
よ
う

に
私
た
ち
を
応
援
し
て
く
れ
ま
し
た
。

２
０
１
２

 

交
流
セ
ン
タ
ー
建
設

　

2

年
目
、「
応
急
か
ら
復
興
へ
」。
田
の
浦
で
は

津
波
に
よ
っ
て
村
の
住
人
が
ば
ら
ば
ら
に
な
っ
て

し
ま
っ
て
い
た
。
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
が
集
ま
る
場
所
を
つ
く
る
た
め
交
流
セ
ン
タ
ー

を
建
設
す
る
こ
と
と
な
る
。
現
在
、
こ
の
交
流
セ

ン
タ
ー
が
建
つ
敷
地
で
は
田
の
浦
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ

に
よ
り
毎
月
イ
ベ
ン
ト
が
お
こ
な
わ
れ
、
地
域
の

人
が
集
ま
る
場
所
と
な
っ
て
い
る
。

２
０
１
３

 

交
流
セ
ン
タ
ー
増
設

　

3

年
目
、
完
成
し
た
交
流
セ
ン
タ
ー
は
半
屋
外

の
空
間
が
多
く
、
寒
さ
の
厳
し
い
田
の
浦
で
は
壁

を
つ
け
て
ほ
し
い
と
い
う
要
望
が
で
た
。
ま
た
、

よ
り
多
く
の
人
が
集
ま
れ
る
よ
う
に
交
流
セ
ン

タ
ー
の
増
築
が
行
わ
れ
た
。
増
築
部
分
に
は
建
具

を
設
け
て
、
イ
ベ
ン
ト
時
に
も
開
放
的
に
使
用
で

き
る
よ
う
に
工
夫
が
な
さ
れ
て
い
る
。

４
年
目
の
被
災
地

　

2011

年3

月11

日
よ
り3

年
の
歳
月
が
過
ぎ
、

被
災
地
は4

年
目
へ
と
は
い
っ
て
い
た
。
移
動
中

に
見
る
景
色
は
い
た
る
と
こ
ろ
で
行
わ
れ
る
大
規

模
な
嵩
上
げ
工
事
で
あ
る
。
田
の
浦
で
は
高
台
移

転
の
計
画
が
本
格
的
に
始
ま
り
、
工
事
が
行
わ
れ

て
い
た
。
ま
た
新
た
な
防
潮
堤
を
築
く
た
め
の
計

画
も
あ
る
。
漁
業
な
ど
の
生
業
も
元
に
戻
り
は
じ

め
て
い
た
。

　

2014

年3

月
、
私
た
ち
は
田
の
浦
で
の
活
動

を
続
け
る
か
迷
っ
て
い
た
。
今
、
田
の
浦
で
学
生

に
求
め
ら
れ
る
も
の
は
あ
る
の
か
？
金
銭
的
な
問

題
、
引
き
継
ぎ
の
問
題
な
ど
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
持

続
が
む
ず
か
し
く
な
り
つ
つ
あ
る
。
私
た
ち
は
現

地
の
声
を
聞
く
た
め
に
田
の
浦
を
訪
れ
た
。
ま
た

被
災
地
で
活
動
な
さ
っ
て
い
る
宮
城
大
学
の
竹
内

泰
先
生
、
気
仙
沼
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
受
け
入
れ

下
さ
っ
て
い
る
佐
々
木
さ
ん
、
稲
荷
森
さ
ん
に
ご

教
授
を
い
た
だ
い
た
。

　

そ
し
て
私
た
ち
は
小
さ
く
て
も
田
の
浦
の
声
を

聞
く
こ
と
。
今
後
も
田
の
浦
と
の
繋
が
り
を
継
続

す
る
た
め
に
、
活
動
の
区
切
り
と
な
る
年
に
す
る

こ
と
を
決
め
た
。
な
に
よ
り
も
交
流
セ
ン
タ
ー
に

は
ま
だ
改
良
の
余
地
が
あ
り
、
そ
し
て
番
屋
移
築

を
再
び
行
う
必
要
が
あ
っ
た
。
ま
た4

年
目
と
し

て
『
復
興
』
の
お
わ
り
と
は
何
か
に
つ
い
て
考
え

た
。

田
の
浦
と
は

　

宮
城
県
本
吉
郡
南
三
陸
町
歌
津
田
の
浦
。
リ
ア

ス
式
海
岸
の
優
れ
た
景
観
を
持
つ
南
三
陸
町
の
北

西
の
沿
岸
に
位
置
す
る
。
世
帯
数97

戸　

人
口

404(

平
成17

年
度7
月31
日)　

昔
か
ら
漁

業
が
盛
ん
で
、
漁
業
で
生
計
を
立
て
て
い
る
家
が

多
く
、
養
殖
業
で
は
ホ
ヤ
、
ホ
タ
テ
、
ワ
カ
メ
が

獲
れ
、
沿
岸
漁
業
で
は
刺
網
漁
で
マ
ダ
ラ
、
カ
レ

イ
、
ア
キ
ザ
ケ
、
篭
漁
で
は
タ
コ
、
白
ツ
ブ
貝
、

毛
ガ
ニ
な
ど
が
獲
れ
る
。

　

震
災
時
は10

ｍ
を
越
え
る
津
波
が
押
し
寄
せ
、

死
者14

名
、
行
方
不
明
者3

名
、55

戸
が
被
災

し
た
。

　

田
の
浦
は
震
災
当
初
、
道
路
が
遮
断
さ
れ
た
陸

の
孤
島
と
な
り
支
援
車
両
が
通
り
過
ぎ
た
。
そ
の

た
め
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
ほ
と
ん
ど
入
ら
な
い
取

り
残
さ
れ
た
地
域
だ
っ
た
。

2015

年
現
在
も
仮
設
住
居
で
の
生
活
は
続
い
て

お
り
、
高
台
移
転
の
た
め
の
工
事
が
進
ん
で
い
る

途
中
で
あ
る
。
ま
た
港
に
は9

ｍ
の
防
潮
堤
が
計

画
さ
れ
て
い
る
。

　

私
た
ち
の
大
学
が
あ
る
彦
根
か
ら
田
の
浦
ま
で

の
距
離
は900

㎞
、
車
で12

時
間
ほ
ど
か
か
る
。

２
０
１
１

         

番
屋
建
設

　

東
日
本
大
震
災
が
起
こ
っ
た2011

年
、
田
の

浦
の
漁
港
は
津
波
に
よ
っ
て
大
き
な
被
害
を
受
け

て
お
り
、
残
さ
れ
た
の
は
小
型
の
船4

隻
と
屋
根

の
な
い
作
業
場
の
み
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
再
び
漁

師
た
ち
が
集
ま
る
た
め
の
場
所
と
し
て
番
屋
を
建

設
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
現
在
、
復
興
が
進
み
漁

港
は
嵩
上
げ
が
行
わ
れ
、
作
業
場
に
も
屋
根
が
つ

け
ら
れ
て
い
る
。
仮
設
と
し
て
つ
く
ら
れ
た
番
屋

は
別
の
位
置
に
移
築
さ
れ
、
今
も
な
お
使
用
さ
れ

て
い
る
。

宮
城
県
本
吉
郡
南
三
陸
町

歌
津
田
の
浦
に
て
復
興
支
援

の
区
切
り
を
迎
え
る
。

木
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 2014

宮城

滋賀

木興
プロジェクト

滋賀県立大学
後援会

近江楽座

ＮＰＯ法人
環人ネット

三浦工務店

丸吉木材店

丸功工務店

佐藤組

田の浦

NPO法人田の浦ファンクラブ
施主

復興支援活動
板金屋
佐々木さん

発行日（2015 年 3月 31 日）

2014

年9

月　

新
し
い
交
流
セ
ン
タ
ー
の
様
子

2011

年　

震
災
直
後
の
番
屋
完
成
時
の
様
子

2014

年9

月　

田
の
浦
の
高
台
移
転
工
事
の
様
子

2015

年3

月　

移
築
後
の
番
屋
の
様
子

ト
イ
レ
前
の
増
設
工
事
の
様
子

 

 

Apr. May Jun. Jul. Aug.                                     Sep. Oct. Nov. Dec. Jan. Feb.                                  Mar.

Ｔ
Ｍ
例
定
回
一
第

問
訪
例
定
浦
の
田

 4 

月

　木
レ
プ

習
講
具
道

問
訪
例
定
浦
の
田

 5

月

ペ
ン
コ
祠

　木
レ
プ

祠

　木
レ
プ

屋
小
シ
ム
ト
ブ
カ

問
訪
例
定
浦
の
田

 7

月

会
察
観
虫
昆

会
動
運
の
海

期
前

 期
後

 

校
学
小
川
玉

 

」
習
学
の
命
「

ト
ン
ベ
イ
塾
護
看
来
未

祭
風
湖

 

問
訪
例
定
浦
の
田

問
訪
例
定
浦
の
田

 11

月

 ２

月ト
ン
ベ
イ
ス
マ
ス
リ
ク

浦
の
田

 

会
年
新 築

移
屋
番

 

キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト

近江楽座新聞

2014 年度　年間スケジュール
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月
四●

加
参
山
登
鼓
太

●

会
迎
歓
生
入
新月

六●

加
参
会
賞
鑑
ル
タ
ホ

●●

盆
蔵
地

●

修
改
大
家
民
古 月

八
月
九

月
五●

り
刈
草
の
庭

●

理
整
の
棚 月
七

月
一
十 ●

修
改
壁
外

●●

店
出
祭
風
湖

●

会
茶
お
べ
か
お
み
か月

一
月
十●

続
継
間
年
一●

り
作
菜
野

●

　

年
毎
、
は
山
登
鼓
太

４

部
岡
上
る
れ
わ
行
に
月

、
て
せ
乗
に
車
台
を
鼓
太
。
す
で
事
行
統
伝
の
町

い
で
ん
運
で
ま
社
神
村
稲
る
あ
に
腹
中
の
山
神
荒

た
と
方
の
域
地
て
し
加
参
に
事
行
の
こ
。
す
ま
き

と
い
た
し
加
参
非
是
も
年
来
、
き
で
流
交
ん
さ
く

。
た
し
ま
い
思

山
登
鼓
太

６

　

月
22

べ
SB

に
町
部
岡
上
に

催
開
を
会
流
交
う
い
と
る
べ
食
を
ザ
ピ
の
り
作
手

べ
SB

の

修
改
大

　
９
月
18

か
日

ら
20

拠
、
で
間
日
３
の
で
ま
日

れ
離
の
家
民
古
の
べ
か
お
み
か
る
い
て
し
と
点

は
目
日
２
よ
目
日
１
。
た
し
ま
い
行
を
修
改
の

所
台
、
り
塗
キ
ン
ペ
の
下
廊
、
り
塗
壁
の
れ
離

作
て
し
け
分
手
れ
ぞ
れ
そ
を
け
付
り
取
明
照
の

と
え
替
り
張
の
子
障
は
目
日
３
。
た
し
ま
し
業

。
た
し
ま
い
行
を
き
磨
床
の
下
廊

だ
ん
組
り
取
に
か
や
賑
と

も
事
な
変
大
は
業
作
修
改

も
て
と
、
が
た
し
ま
り
あ

を
200
個

と
こ
る
す
穫
収

れ
割
て
し
を
燥
乾
、
し
出
種
、
し
か
し
。
た
し
ま
き
で
が

の
50

こ
。
個

の
50

活
や
り
飾

動
PR

。
す
ま
き
い
て
し
用
使
に

、
し
か
し
。
た
し
ま
て
育
を
ら
ぶ
か
泉
小
は
で
畑
、
た
ま

菜
野
統
伝
、
ず
れ
ら
て
育
に
う
よ
う
思
れ
わ
食
に
虫
を
葉

。
た
し
ま
じ
感
を
さ
し
難
の
と
こ
る
作
を

い
た
き
い
て
し
動
活
に
題
課
を
営
運
な
的
体
主
の
畑
ん
た

。
す
ま
い
思
と

し
ま
き
だ
た
い
て
せ
さ
店
出
も
に
祭
化
文
の
町
部
岡
上
、
き

、
る
い
て
し
に
み
し
楽
も
つ
い
、
は
で
ト
ン
ベ
イ
、
た
ま
。
た

も
ら
か
れ
こ
。
た
し
ま
き
で
が
と
こ
く
だ
た
い
を
声
う
い
と

め
と
ま
の
間
年
一

1
月
31

初
。
た
し
ま
い
行
を
会
大
き
つ
ち
も
お
に
日

一
と
ん
さ
父
お
は
子
の
男
る
す
を
き
つ
ち
も
お
て
め

ち
も
お
た
い
つ
で
な
ん
み
。
た
し
ま
い
て
い
つ
に
緒

が
生
学
と
方
の
域
地
。
た
し
ま
し
を
会
大
タ
ル
カ
て

町町荒荒ききくく思思

し
、
るも
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地
域
博
物
館
だ
よ
り 

祝！県博協から表彰！ 
 

 

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
目
的
は
、
民
具

や
古
文
書
、
お
祭
な
ど
の
「
地
域
文
化
財
」

を
活
用
し
て
、「
地
域
」
博
物
館
」
を
つ
く

る
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら
に
そ
の
中
で
、
地

域
の
魅
力
を
再
発
見
す
る
こ
と
を
ね
ら
っ

て
い
る
。

 

現
在
の
主
な
活
動
地
は
、
高
島
市
マ
キ

ノ
町
の
白
谷
荘
民
俗
資
料
館
、
長
浜
市
曳

山
博
物
館
、彦
根
市
高
宮
町
不
破
氏
邸
宅
、

守
山
市
下
之
郷
町
、
ヨ
シ
博
物
館
の
五
ヵ

所
で
あ
る
。
各
地
域
で
、
地
域
博
物
館
づ

く
り
、
博
物
館
展
示
の
お
手
伝
い
を
し
て

い
る
。 

 

チ
ー
ム
名
は
「StudentCurators
（
学

生
学
芸
員
）」
が
本
来
で
あ
る
が
、
英
語
が

苦
手
な
前
代
表
の
陰
謀
で
カ
タ
カ
ナ
表
記

に
な
っ
た
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。 

  

ちょっと聞いてよ！プロジェクト自慢！ 

 

 

�膨大な古文書・教科書・民具等を前にどのようにし
て維持をしたらよいのかと困っていたところ、大勢の
学生さん・先生方にご協力していただき非常にありが
たく思っております。 
 夏は暑い炎天下の中で汗と埃とすすで真っ黒になり
ながら作業、寒い雪の降りしきる中で手を真っ赤にし
て寒さに震えながら作業を進めてくださいました。 
 このような活動が周りの皆さんに当館について、よ
り関心を持っていただくことに繋がり、単に民具等の
整理・展示・建物の維持保全だけでなく、地域のコミ
ュニティー・観光への広がり・地域文化の保全へと広
がっております。 
 学生の皆さん・先生方の指導協力のもと、湖西地域
の博物館として、より地域にねざしたしたものにして、
忘れ去られようとしている地域文化を守り、さらに地
域の交流の場になれるようになればと考えています。 
県立大学の大勢の学生さん・先生方には本当に感謝し
ています。 

白谷荘歴史民俗博物館 川島光男さん 

 

昨
年
７
月
、
滋
賀
県
博
物
館
協
議
会
よ
り
我
が
地
域
博
物

館
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
表
彰
を
受
け
た
。
設
立
当
初
か
ら
取
り

組
ん
で
い
る
白
谷
荘
歴
史
民
俗
博
物
館
で
の
活
動
や
、
昨
年

度
の
近
江
八
幡
市
ヨ
シ
博
物
館
で
の
文
化
財
レ
ス
キ
ュ
ー
な

ど
が
評
価
さ
れ
て
の
こ
と
だ
。 

 

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
も
外
部
団
体
か
ら
の
表
彰
は
初

め
て
の
こ
と
で
、
非
常
に
喜
ば
し
い
こ
と
で
あ
る
。
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
代
表
は
表
彰
を
受
け
、「
こ
の
表
彰
は
現
メ
ン
バ
ー
だ

け
で
は
な
く
、
こ
れ
ま
で
活
動
に
携
わ
っ
て
き
た
先
輩
方
や

地
域
の
方
の
力
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
の
も
の
で
あ
る
。
皆
さ

ん
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
、
今
後
も
地
域
の
た
め

に
活
動
し
て
い
き
た
い
。」
と
語
っ
た
。 

 

こ
れ
ま
で
、
度
々
外
部
へ
の
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
の
機
会
の
少

な
さ
を
指
摘
さ
れ
て
き
た
が
、
今
年
度
は
湖
風
祭
で
の
学
生

や
一
般
向
け
の
パ
ネ
ル
展
示
だ
け
で
は
な
く
、
滋
賀
県
博
物

館
協
議
会
と
連
携
し
て
日
本
人
大
学
生
や
留
学
生
を
対
象
と

し
た
「
体
験
型
地
域
発
見
ツ
ア
ー
」
の
企
画
を
担
当
し
、
当

日
の
進
行
も
務
め
た
。
今 

 

地域の声  

 

今
年
度
は
、
奥
伊
吹
事
業
と
ツ
ア
ー

企
画
事
業
の
２
つ
を
新
た
に
手
掛
け

た
。
ま
た
、
ト
ッ
プ
ニ
ュ
ー
ス
で
も
触

れ
た
よ
う
に
、
県
博
協
か
ら
表
彰
を
受

け
、
我
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
活
動
が
評

価
さ
れ
た
の
は
大
き
な
成
果
で
あ
っ
た

と
い
え
る
。 

 

一
方
で
課
題
と
な
っ
た
の
は
、
学
生

の
人
手
不
足
で
あ
る
。
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

が
合
わ
ず
活
動
に
な
か
な
か
人
が
集
ま

ら
な
い
、
活
動
の
日
や
場
所
に
よ
っ
て

参
加
人
数
に
ば
ら
つ
き
が
あ
る
、
な
ど

の
問
題
が
よ
く
み
ら
れ
た
。
ま
た
、
今

年
度
か
ら
代
表
が
代
替
わ
り
し
、
１
・

２
回
生
が
中
心
と
な
っ
て
動
い
て
い
る

た
め
、
調
査
効
率
が
悪
い
と
い
う
問
題

も
あ
る
。
今
後
は
、
安
定
し
た
人
手
の

確
保
と
、
今
ま
で
十
分
と
さ
れ
て
き
た

イ
ン
プ
ッ
ト
に
も
努
め
て
い
き
た
い
。 

 

成
果
と
課
題 

年
度
か
ら
代
表
も
代
替

わ
り
し
、新
た
な
ス
タ
ー

ト
を
切
っ
た「
地
域
博
物

館
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」。
ま

だ
ま
だ
未
熟
な
部
分
も

多
い
が
、未
熟
ゆ
え
に
今

後
の
成
長
が
楽
し
み
な

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る

と
い
え
よ
う
。今
後
の
ス

チ
ュ
ー
デ
ン
ト
・
キ
ュ
レ

イ
タ
ー
ズ
の
活
躍
に
期

待
し
た
い
。 

 

地域博物館プロジェクトって？？ 
 

 

 

 

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
目
的
は
、
民
具

や
古
文
書
、
お
祭
な
ど
の
「
地
域
文
化
財
」

を
活
用
し
て
、「
地
域
」
博
物
館
」
を
つ
く

る
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら
に
そ
の
中
で
、
地

域
の
魅
力
を
再
発
見
す
る
こ
と
を
ね
ら
っ

て
い
る
。

現
在
の
主
な
活
動
地
は
、
高
島
市
マ
キ

ノ
町
の
白
谷
荘
民
俗
資
料
館
、
長
浜
市
曳

山
博
物
館
、彦
根
市
高
宮
町
不
破
氏
邸
宅
、

守
山
市
下
之
郷
町
、
ヨ
シ
博
物
館
の
五
ヵ

所
で
あ
る
。
各
地
域
で
、
地
域
博
物
館
づ

く
り
、
博
物
館
展
示
の
お
手
伝
い
を
し
て

い
る
。

チ
ー
ム
名
は
「StudentCurators
（
学

生
学
芸
員
）」
が
本
来
で
あ
る
が
、
英
語
が

苦
手
な
前
代
表
の
陰
謀
で
カ
タ
カ
ナ
表
記

に
な
っ
た
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。

◎いろんなところに行ける！
→白谷、奥伊吹など県内の様々な
地域で活動しています！ 

          
 

◎他ではできない体験ができる！ 
→貴重な資料に触れることができたり、
博物館の裏側に潜入できたり･･･ 

 

 

 

 



燃料化を目指し本格的なひまわり栽培開始 

今年は3校の小学校へ訪問 

湖
風
祭 

自
転
車
発
電
体
験
好
評
！ 

フ
ラ
ワ
ー
エ
ネ
ル
ギ
ー 

「
な
の
・
わ
り
」 

成
果
と
課
題
が
浮
き
彫
り
に 

菜
の
花
栽
培 

収
穫
量
増
加 

高
大
連
携
授
業
今
年
も
実
施 

フ
ラ
ワ
ー
エ
ネ
ル
ギ
ー
「な
の
・わ
り
」で
は
、
植
物
を
使
っ
た
「資
源
循

環
型
社
会
の
形
成
を
目
指
し
、
菜
の
花
・ひ
ま
わ
り
栽
培
や
、
授
業
・

イ
ベ
ン
ト
を
通
し
た
環
境
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関
す
る
啓
発
活
動
を
行
っ

て
い
る
。 

楽 座 新 聞 

 

今
年
度
は
、
京
都B

IW
A

KO

地
球
温
暖
化

対
策
協
議
会
主
催
の
「ひ
ま
わ
りB

D
F 

プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」に
参
加
し
、
ひ
ま
わ
り
の
本
格

的
栽
培
を
開
始
し
た
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

は
、
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
で
あ
る
宮

城
県
鹿
折
市
よ
り
譲
り
受
け
た
ひ
ま
わ
り

を
滋
賀
県
内
で
栽
培
し
、
そ
の
種
か
ら
作

成
し
た
バ
イ
オ
燃
料
を
有
効
利
用
し
て
被

災
地
に
貢
献
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
だ
。 

 

大
津
市
比
良
町

で
行
わ
れ
た
種
ま

き
イ
ベ
ン
ト
で
は
、

一
般
案
参
加
者
も

含
め
百
名
以
上
の

参
加
が
あ
り
盛
況

で
あ
っ
た
。
「な

の
・わ
り
」の
畑
で

は
、
6
月
中
旬
に

種
ま
き
を
行
い
、

台
風
に
よ
る
被
害

も
あ
っ
た
が
無
事

種
を
収
穫
す
る
こ

と
が
で
き
た
。
最

終
的
に
は
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
全
体
で

13
ｋ
ｇ
の
種
を
収

穫
し
、
2.

3
リ
ッ

ト
ル
の
油
を
収
穫

す
る
こ
と
が
で
き

た
。 

油
は
油
藤
商
事
さ
ん
の
協
力
に
よ
り
バ
イ

オ
燃
料
化
さ
れ
、
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
と
ト

ラ
ッ
ク
に
利
用
さ
れ
た
。
こ
の
作
業
に
よ
り

運
搬
を
行
っ
た
近
江
ブ
ラ
ン
ド
米
が
被
災

地
に
届
け
ら
れ
た
。 

（左
）種
ま
き
イ
ベ
ン
ト

の
様
子
＝
6
月
1
日

（右
）ひ
ま
わ
り
栽
培
の

様
子
＝
9
月
2
日 

 

例
年
行
っ
て
い
る
菜
の
花
栽
培
で
は
、

前
年
度
の
反
省
も
踏
ま
え
、
雑
草
対

策
を
行
っ
た
結
果
、
前
年
度
の
油
作
成

量
2
リ
ッ
ト
ル
か
ら
、
2.

8
リ
ッ
ト
ル

に
増
や
す
こ
と
に
成
功
し
た
。 

菜
種
油
は
農
家
の
方
と
の
「天
ぷ
ら
会
」や
学
園
祭
な
ど

で
利
用
し
、
使
用
後
の
廃
食
油
を
バ
イ
オ
燃
料
と
し
て

農
業
機
械
な
ど
で
利
用
す
る
こ
と
で
資
源
循
環
を
行
う
。 

来
年
度
は
有

機
肥
料
に
よ
り

土
壌
改
質
を
行

い
、
収
穫
量
の

増
加
を
目
指
す

と
と
も
に
、
油

の
利
用
先
を
広

げ
る
予
定
だ
。 

菜種収穫の様子＝6
月18日、休耕田にて 

 
「な
の
・わ
り
」で
は
、
地
域
の
子
供
た
ち
へ
の
環

境
啓
発
活
動
と
し
て
小
学
校
出
前
授
業
を
行
っ

て
い
る
。
今
年
度
は
稲
枝
西
小
学
校
、
平
田
小
学

校
、
若
葉
小
学
校
で
実
施
し
、
合
計
百
名
以
上
の

生
徒
に
授
業
を
行
っ
た
。
授
業
内
容
は
、
地
球
温

暖
化
や
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
に
つ
い
て
の
講
義
や
、

手
の
ひ
ら
で
発
電
す
る
実
験
を
実
施
し
た
。
授

業
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
子
供
た
ち
か
ら
「地

球
温
暖
化
は
二
酸
化
炭
素
の
せ
い
だ
と
わ
か
っ

た
」、
「バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
は
花
か
ら
で
き
て
い

る
こ
と
が
分
か
っ
た
」、
「も
っ
と
実
験
が
や
り
た

い
」な
ど
の
意
見
が
多
く
、
授
業
を
理
解
し
て
も

ら
え
た
反
面
、
実
験
内
容
が
少
な
い
こ
と
が
わ

か
っ
た
。
こ
れ
を
ふ
ま
え
、
来
年
度
は
実
験
内
容 

を
増
や
す

な
ど
し
て

授
業
内

容
を
改

善
し
て
い

く
予
定

だ
。 

手のひら発電体験の様子=9
月30日、稲枝西小学校にて 

 

大
学
の
学
園
祭
で
あ
る
湖
風
祭
に
て
、
自
転
車
発
電
と
手
の
ひ
ら
発
電
の
体
験
を

行
っ
た
。
今
年
度
の
自
転
車
発
電
で
は
、
自
転
車
を
こ
い
で
発
電
し
て
い
る
時
だ
け
ポ
ー

タ
ブ
ル
ゲ
ー
ム
が
で
き
る
出
し
物
を
行
っ
た
。
子
供
た
ち
に
、
普
段
遊
ん
で
い
る
ゲ
ー
ム

を
す
る
た
め
に
は
ど
れ
だ
け
電
力
が
必
要
な
の
か
を
感
じ
て
も
ら
う
こ
と
が
狙
い
だ
。

訪
れ
た
子
供
た
ち
か
ら
は
、
「疲
れ
た
」
や
、
「楽
し
い
け
ど
し
ん
ど
い
」と
い
う
声
が
多
く
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
少
し
考
え
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。 

 
  

ま
た
、
今
回
の
出
展

で
は
、
自
家
製
菜
種
油

を
利
用
し
た
サ
ツ
マ
イ

モ
の
無
料
試
食
を
行
っ

た
。
自
分
た
ち
で
作
成

し
た
油
で
あ
る
こ
と
を

説
明
し
、
活
動
を
よ
り

広
く
知
っ
て
も
ら
う
こ

と
が
で
き
た
。 

ゲーム体験の様子=11月8
日、滋賀県立大学にて  

サツマイモの素揚げの様子
=11月8日、滋賀県立大学に
て 

 

大
学
に
高
校
生
を
招
い
て
行
う
高
大
連
携
授
業
は
、
実

際
に
実
験
な
ど
で
理
科
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
い
、
理
科

離
れ
を
解
消
す
る
た
め
に
毎
年
行
っ
て
い
る
。
今
年
は
、

虎
姫
高
校
の
2
年
生
を
対
象
に
、
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
製

造
実
験
や
、
エ
ン
ジ
ン
内
燃
焼
の
カ
メ
ラ
撮
影
実
験
な
ど

を
行
っ
た
。
作
成
し
た
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料
は
、
バ
イ

オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
カ
ー
ト
に
投
入
し
、
実
際
に
カ
ー
ト
に
乗
っ

て
利
用
し
た
。
こ
の
活
動
は
、
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
の
ル
普
及

と
次
世
代
の
理
系
学
生
育
成
の
た
め
に
も
、
今
後
も
継
続

し
て
行
う
予
定
で
あ
る
。 

カート試乗の様子=8月21日、
滋賀県立大学にて 

 

今
年
度
は
、
菜
の
花
の
収
穫
量
を
増
や
す
こ
と
が
で
き
、
菜
種
油
か
ら
バ
イ
オ

デ
ィ
ー
ゼ
ル
の
利
用
ま
で
の
資
源
循
環
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
ひ
ま
わ

り
Ｂ
Ｄ
Ｆ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
参
加
や
、
訪
問
前
例
の
な
い
小
学
校
で
の
出
前
授
業
な
ど
、

新
規
の
活
動
を
精
力
的
に
行
う
こ
と
が
で
き
た
。
そ
れ
に
よ
り
、
環
境
活
動
を
行
っ
て

い
る
団
体
と
の
交
流
を
通
し
て
、
メ
ン
バ
ー
の
知
見
が
広
く
な
っ
た
こ
と
は
大
き
な
収

穫
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。 

 
そ
の
反
面
、
近
江
楽
座
他
団
体
と
の
コ
ラ
ボ
活
動
や
、
研
究
室
メ
ン
バ
ー
以
外
の
人

員
が
確
保
で
き
ず
、
学
生
間
の
横
の
広
が
り
が
少
な
い
こ
と
が
残
念
だ
っ
た
。
ま
た
、
バ

イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料
の
利
用
先
と
し
て
、
ト
ラ
ク
タ
ー
な
ど
の
直
接
農
業
に
利
用
で

き
る
用
途
が
確
立
で
き
て
い
な
い
こ
と
が
課
題
で
あ
る
。
今
後
は
、
近
江
楽
座
他
団
体

と
の
交
流
を
増
や
し
て
、
菜
種
油
や
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料
の
利
用
用
途
を
増
や
し

て
い
き
た
い
。 

発行日 2015年3月31日 



たのうら便り
プロジェクト紹介

プロジェクト自慢 地域の声 ビッグニュース

成果と課題

　宮城県南三陸町歌津田の浦をフィールドに、東日本大震災で被災された人々との交流活動を行います。 月に 1 度の定期訪問に加え、海の運動会、

クリスマスイベント、 キャンドルナイト、 看護学生との健康促進イベントの年に 4 回、 大きな地域復興イベントを開催します。 また田の浦の方々との

交流を通じて感じたこと、 学んだことを滋賀に持ち帰り啓発活動を行うことで、 滋賀のみなさんの被災地への関心を高め、 記憶の風化を防ぎます。

海の運動会 クリスマスイベント キャンドルナイト おちゃっこ会

プログラム

　 ・ 障害物競走

　 ・ ストラックアウト

　 ・ 玉入れ

　 ・ ウニとり競走

　 ・ 綱渡り

　 ・ 海の幸ＢＢＱ

プログラム

　 ・ ケーキ作り

　 ・ フェルト刺繍ＷＳ

　 ・ イルミネーション点灯

　 ・ 餅つき　

　 ・ 抽選会

　 ・ 懇親会

プログラム

　 ・ ブロックキャンドル作り

　 ・ ビンキャンドル作り

　 ・ キャンドル点灯

　 ・ 黙祷 （3/11 14:46）

　 ・ 懇親会

スケジュール

　 ・ 4 月 : がんづきパーティ

　 ・ 5 月 : ホヤピザパーティ

　 ・ 6 月 : ホヤ餃子パーティ

　 ・ 7 月 : ハーブスムージー

　　　　　　　　  　　　　　　　パーティ

　 ・ 9 月 : カラオケ大会

　5 月から 12 月にかけて旬を迎える田の浦の

ホタテは分厚くてジューシーで絶品です ! 一度

食べたらスーパーのホタテでは満足できないほ

ど。 是非一度田の浦へ !!!

　みんな、 何回も来てくれてありがとう。 海の

運動会は本当に盛り上がったし、 来年の夏も

また是非来てもらって、 一緒に楽しみましょう。

　今の時期 (3 月訪問時 ) はワカメしか獲れな

いけど、 夏になればウニも、 ホタテもいっぱい

獲れるから、 海の幸を楽しみに是非また来てほ

しい。 本当にみんな、 ありがとう。 私が代表

として言っているが、 皆そう思っているから。

是非また来てちょうだい。

（ＮＰＯ法人田の浦ファンクラブ

                              代表理事　佐藤 久次）

　1 年間の活動をまとめたカレンダーを作成し

ました ! 興味のあるかたは是非ご購入くださ

い☆

　1年間の活動を通して、たくさんの田の浦の方々の笑顔に出会うことができました。 一方で、

甚大な被害を出した 2011 年 3 月 11 日に起きた東日本大震災のことを、 これからも忘れて

はいけないと改めて感じました。

　事業に関しては、 昨年度は現地の方々のニーズをあまり深く考えずにイベント内容の企画

等を進めてしまっていましたが、 今年度は 「どうすれば現地の方々が喜んでくださるか」 を

第一に考え、 活動することができました。

　「また何回でも来てちょうだい」 と言ってくださる現地の方々の声もある中で、 復興支援と

いう活動をいつまで続けていけるのかということが、 今後考えていかなければならない点で

あると感じています。

～震災から 4年を迎えて～
発行 ： 田の浦ファンクラブ

　　　　　　学生サポートチーム

発行日 ： 2015 年 3 月 31 日





AKARINCHU

local voice

project

今年度は、ほぼ毎月イベントを行うこと

が出来ました。また、近江楽座や企業な

どとの共催も多く、いろんな人と関わる

ことが出来ました。あかりんちゅを知っ

てもらうきっかけとしては、HPやブログ

の影響が大きいようです。今年度はツイッ

ターやブログなどもしっかり機能させる

ことが出来たように思います。また、そ

れぞれのイベントの中での成長も見られ

ます。子供向けにあかりんちゅの活動を

紹介する紙芝居や活動パネルの制作、キャ

ンドルの火が消えないための風除けの

ツールを作ったりもしました。しかし、

反省点も多く見られます。数多いイベン

トをこなすだけになってしまい、あかり

んちゅの活動意義をしっかりと伝えるこ

とが出来ませんでした。次年度は、あか

りんちゅの方針にあったイベントを見定

めて、準備に余裕をもたせ、一つ一つの

イベントの質を高めていきたいと考えて

います。また、あかりんちゅ主体のイベ

ント、商品開発の方にももっと力を入れ

ていきたいと思います。これからもあか

りんちゅという団体をより良いものにし、

支えてくださる方々に感動を与えるよう

な活動をするため、頑張ります。

彦根キャンドルナイトとあかりんちゅ
    
彦根キャンドルナイトとは平成 19 年彦

根城を中心として開催した、国宝彦根城

築城４００年祭で実施されました。１回

目は平成 18 年大晦日にカウントダウン

イベントとして、2万灯のキャンドルが

灯りました。当初は彦根観光協会が主体

となり開催していましたが、平成２０年

より彦根キャンドルナイト実行委員会に

よって実施されています。あかりんちゅ

が参加したのは、このときからで当初は

ただ単純にキャンドルを並べ、あかりを

灯すだけでしたが、翌年より自らの申し

出により各テーマを設定し、描く絵をデ

ザインし、光が織りなす幻想な世界を作

り出してくれました。このことにより彦

根キャンドルナイトは、他のキャンドル

私たちは、寺院や結婚式場等から頂いた

残蝋をリサイクルし、キャンドルを作り、

地域でキャンドルナイト、キャンドル作

り教室、キャンドルの販売を実施し、エ

コでスローな夜を広めようと活動してい

ます。人々にリサイクルの姿勢を伝え、

廃棄されるはずであった蝋燭を再利用す

ることで、地域の残蝋の有効利用に繋げ

ます。また、キャンドルナイトを実施す

ることで地域の人々が集える癒しの場を

地域に創り出します。 

2015 年 2 月 14 日のバレンタインデーに

彦根のキャッスルロードでキャンドルナ

イトを行いました。主催は彦根観光協会

の方です。当日は残念ながら悪天候のた

め、あかりんちゅが担当していた場所の

キャンドルナイトは出来ませんでした。

しかし、彦根観光協会の方のキャンドル

ナイトとあかりんちゅのハンドルベル演

奏でイベント自体は決行することが出来

ました。また、今回はひこにゃんと一緒

にハンドベルを演奏を行い、たくさんの

お客さんに訪れていただくことができま

した。今年度は秋の彦根キャンドルナイ

ト、今回のバレンタインキャンドルナイ

トも悪天候が続き、大イベントが不完全

燃焼となってしまいました。来年度は、

天候に恵まれ、あかりんちゅのエコキャ

ンドルでのキャンドルナイトを期待した

いです。

Tuesday,  March 31 . 2015

あかりんちゅの自慢といえばやっぱり可

愛いオリジナルキャンドルが自分で作れ

ることです。今年は春に桜キャンドルを

つくり、夏にはひまわりキャンドル、昨

年好評だったかき氷キャンドル、秋のミ

ツマルシェではハロウィンキャンドルを

販売しました。あかりんちゅでは、そん

な可愛いキャンドルを一緒に作るキャン

ドル作り教室も行っています。機会があ

れば是非是非ご参加ください。また、来

年度は商品開発に力を入れたいと思って

います。更なる進化を遂げたキャンドル

をご期待ください。キャンドル販売は、

生協や湖風祭、その他のイベント、他の

楽座さんでの委託販売などで行っており

ます。

あかりんちゅは「エコでスローな夜を」

をスローガンに今年も活動を行いました。

写真は、秋の湖風祭のキャンドルナイト

です。

ナイトとは違うイベントとして育ってき

ました。また、どのように設置すれば効

果的か、視覚から得られる光により人が

どのように感じられるか、といった学生

ならではという研究を行い、イベントに

反映してくれました。今後もあかりんちゅ

により素晴らしいキャンドルナイトを実

施してくれるものと期待しております。

（彦根キャンドルナイト実行委員会

 　　　　　　　　　　　　/中村明夫様）
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↑クリスマスコンサート 

←クリスマスコンサート用パンフレット 

今
年
度
で
お
と
く
ら
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
は
発
足
五
年
目
を
迎
え
た
。
昨
年
と

同
様
に
行
わ
れ
て
い
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー

展
示
や
喫
茶
営
業
、
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど

の
イ
ベ
ン
ト
は
よ
り
安
定
す
る
よ
う

に
な
り
、
新
た
な
試
み
に
挑
戦
す
る
余

裕
が
見
え
て
き
た
。
特
に
今
年
は
五
周

年
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
蔵
の
中
に
留

ま
ら
な
い
外
へ
と
向
け
た
イ
ベ
ン
ト

に
も
取
り
組
ん
だ
。 

そ
の
一
つ
が
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
で

あ
る
。
ス
タ
ン
プ
の
設
置
場
所
に
は
そ

れ
ぞ
れ
高
宮
町
や
高
宮
の
お
店
に
関

連
し
た
簡
単
な
ク
イ
ズ
を
用
意
し
て
、

イ
ベ
ン
ト
は
メ
ン
バ
ー
の
手
作
り
ス

タ
ン
プ
で
行
っ
た
。
コ
ン
サ
ー
ト
で
は

大
人
に
向
け
た
イ
ベ
ン
ト
に
な
る
こ 

 

      

高
宮
周
辺
の
高
宮
商
い
マ
ッ
プ
を
制
作
す
る

に
あ
た
り
、
二
十
四
店
舗
の
お
と
く
ら
周
辺
の
高

宮
の
お
店
へ
訪
問
し
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
っ
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
内
容
は
お
店
紹
介
の
た
め
の
資
料

で
あ
る
。
高
宮
に
は
様
々
な
種
類
の
店
舗
が
存
在

し
、
お
店
の
人
も
ユ
ニ
ー
ク
な
方
々
で
あ
た
た
か

い
人
柄
の
人
ば
か
り
で
あ
っ
た
。
そ
の
際
、
お
と

く
ら
に
つ
い
て
聞
く
と
、
「
開
店
し
て
い
る
時
間

が
少
な
い
の
で
、
気
に
は
な
る
が
時
間
が
な
い
の

で
お
店
に
行
く
こ
と
が
出
来
な
い
」
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。 

     

と
が
多
か
っ
た
が
、
今
回
の
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
で
は

地
域
の
子
供
た
ち
が
多
く
参
加
す
る
企
画
で
あ
っ

た
と
言
え
る
。
同
時
に
こ
の
イ
ベ
ン
ト
の
ク
イ
ズ
を

通
し
て
、
子
供
た
ち
が
自
分
た
ち
の
住
む
高
宮
町
の

こ
と
を
知
れ
る
機
会
に
も
な
っ
た
よ
う
に
思
う
。
も

う
一
つ
は
、
近
江
楽
座
『
あ
か
り
ん
ち
ゅ
』
さ
ん
と

の
共
催
で
行
っ
た
キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト
で
あ
る
。

「
お
と
く
ら

5
th

」
と
い
う
文
字
や
コ
ー
ヒ
ー
や
音

符
の
ロ
ゴ
を
、
た
く
さ
ん
の
ろ
う
そ
く
を
地
面
に
立

て
る
形
で
描
い
て
点
灯
し
た
。
高
宮
寺
で

行
わ
れ
た
キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト
は
二
時

間
も
満
た
な
い
も
の
だ
っ
た
が
、
小
さ
い

子
供
が
い
る
家
族
連
れ
が
多
く
訪
れ
た
。 

 

          

     

ま
た
、
お
と
く
ら
に
来
ら
れ
る
方
は
、
常
連
さ
ん

か
中
山
道
を
観
光
に
来
ら
れ
た
方
が
ほ
と
ん
ど
で

あ
る
。
そ
の
た
め
地
域
の
方
々
と
は
ま
だ
ま
だ
交
流

が
浅
い
。
ま
た
、
お
と
く
ら
に
来
ら
れ
る
方
々
の
お

声
と
し
て
「
入
り
に
く
い
」
と
い
っ
た
も
の
や
、
中

仙
道
を
歩
い
て
い
る
方
は
「
ほ
か
に
カ
フ
ェ
が
な
い

か
ら
う
れ
し
い
」
と
い
う
声
が
あ
る
。
一
度
は
入
れ

ば
過
ご
し
や
す
い
の
も
事
実
で
は
あ
る
た
め
、
こ
の

問
題
を
改
善
す
る
た
め
に
は
、
お
と
く
ら
の
利
点
を

活
か
す
更
な
る
目
標
、
ア
イ
デ
ア
が
必
要
で
あ
る
。 

お
と
く
ら
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
彦
根
市

高
宮
町
に
あ
る
古
民
家
を
改
修
し
、
高
宮

町
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ス
ペ
ー
ス
と
し

て
、
地
域
の
人
々
と
の
交
流
を
深
め
る
た

め
に
活
動
し
て
い
る
。
高
宮
町
は
旧
中
山

道
の
宿
場
町
と
し
て
発
達
し
た
歴
史
あ

る
ま
ち
で
、
江
戸
時
代
か
ら
栄
え
て
き
た

場
所
で
あ
る
。 

オ
ー
ナ
ー
の
加
藤
義
明
さ
ん
を
は
じ

め
、
滋
賀
県
立
大
学
非
常
勤
講
師
の
中
西

茂
行
先
生
の
指
導
の
も
と
、
学
生
の
力
で

改
修
を
は
じ
め
た
。
平
成
二
十
一
年
夏
に

改
修
が
終
了
し
、
現
在
も
少
し
ず
つ
形
を

変
え
な
が
ら
受
け
継
が
れ
て
い
る
。 

お
と
く
ら
と
は
「
音
」
と
「
蔵
」
を
組

み
合
わ
せ
た
造
語
で
あ
り
、
蔵
の
も
つ
温

か
く
て
落
ち
着
い
た
空
気
の
中
で
、
学
生

や
地
域
の
人
々
、
作
家
さ
ん
、
中
山
道
を

歩
く
人
々
な
ど
が
つ
な
が
り
、
交
流
す
る

場
所
で
あ
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。
蔵
で

は
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
定

期
的
に
開
催
し
、
併
設
し
た
ギ
ャ
ラ
リ
ー

ス
ペ
ー
ス
で
は
、
月
ご
と
に
様
々
な
作
家

さ
ん
や
学
生
の
素
敵
な
作
品
が
展
示
さ

れ
る
。
そ
し
て
中
央
の
喫
茶
ス
ペ
ー
ス
で

は
、
お
客
さ
ん
と

様
々
な
話
を
す

る
な
ど
、
交
流
の

場
と
し
て
つ
な

が
り
を
広
め
て

い
る
。 

 

    

お
と
く
ら
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
活
動
は
、
た
だ
喫
茶

で
コ
ー
ヒ
ー
を
入
れ
て
お
菓
子
を
お
出
し
す
る
だ
け

で
は
な
い
。
絵
画
な
ど
の
作
品
の
月
ご
と
に
変
え
て

飾
っ
て
い
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
、
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
む
こ

と
は
も
ち
ろ
ん
、
ギ
タ
ー
や
ピ
ア
ノ
の
「
お
と
」
を

奏
で
る
こ
と
が
で
き
る
「
く
ら
（
蔵
）
」
も
私
た
ち
お

と
く
ら
喫
茶
の
一
部
で
あ
る
。 

な
か
で
も
蔵
は
色
ん
な
人
に
貸
し
て
イ
ベ
ン
ト
を

す
る
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
活
用
し
て
お
り
、
た
と
え
ば

昨
年
十
二
月
に
は
、
ア
コ
ー
ス
テ
ィ
ッ
ク
サ
ウ
ン
ド

ク
ラ
ブ
に
よ
る
ク
リ
ス
マ
ス
ラ
イ
ブ
が
開
催
さ
れ
た
。

そ
の
日
は
ラ
イ
ブ
を
聞
き
に
来
た
お
客
さ
ん
や
ア
コ

ー
ス
テ
ィ
ッ
ク
サ
ウ
ン
ド
ク
ラ
ブ
の
部
員
や
お
と
く

ら
メ
ン
バ
ー
、
い
つ
も
お
と
く
ら
を
支
え
て
下
さ
っ

て
い
る
方
々
で
蔵
は
超
満
員
と
な
り
、
暖
か
な
照
明

の
小
さ
い
蔵
で
美
し
い
音
が
響
き
ま
し
た
。
ラ
イ
ブ

の
演
奏
も
す
べ
て
生
音
と
す
る
こ
と
で
、
楽
器
の
本

当
の
音
や
歌
声
を
そ
の
ま
ま
耳
に
す
る
こ
と
が
で
き

た
。
こ
れ
は
、
演
奏
者
と
お
客
さ
ん
の
距
離
が
近
い

こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、「
蔵
」
と
い
う
静
か
で
音
が
よ
く

響
く
空
間
だ
か
ら
で
き
た
こ
と
で
は
な
い
か
と
思
う
。

そ
し
て
ラ
イ
ブ
の
後
に
は
、
参
加
し
て
頂
い
た
演
奏

者
に
温
か
い
コ
コ
ア
ラ
テ
を
提
供
し
た
の
が
と
て
も

好
評
で
あ
っ
た
。
学
生
が
開
催
す
る
イ
ベ
ン
ト
を
通

じ
て
他
の
学
生
に
も
お
と
く
ら
を
知
っ
て
も
ら
え
る 

 

 

こ
の
一
年
の
成
果
は
、
一
つ
目
は
五

周
年
と
し
て
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
活
発

に
行
う
こ
と
が
で
き
、
地
域
と
の
つ
な

が
り
の
場
と
し
て
の
活
動
が
出
来
た
こ

と
で
あ
る
。
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
高
宮

サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
始
め
、
ク

リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
は
五
周
年
と
い

う
こ
と
で
滋
賀
県
立
大
学
の
ア
コ
ー
ス

テ
ィ
ッ
ク
サ
ウ
ン
ド
ク
ラ
ブ
に
出
場
を

依
頼
し
、
大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
。
そ
し

て
様
々
な
方
々
に
お
と
く
ら
五
周
年
を

祝
し
た
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
い
て
い
た
だ 

 

     

機
会
に
な
っ
た
と
言
え
る
。 

お
と
く
ら
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
や
っ
て
い
く
な
か

で
の
自
慢
は
ま
だ
た
く
さ
ん
あ
る
が
、
学
生
や
地

域
の
人
が
集
ま
っ
て
盛
り
上
が
れ
る
よ
う
な
、
無

限
の
可
能
性
を
秘
め
た
蔵
が
そ
の
自
慢
で
き
る
部

分
の
一
つ
で
あ
る
。
今
後
も
一
般
の
方
や
学
生
に

利
用
し
て
も
ら
う
と
同
時
に
、
コ
ン
サ
ー
ト
に
し

ぼ
る
こ
と
な
く
、
よ
り
人
が
集
ま
る
イ
ベ
ン
ト
を

積
極
的
に
開
催
し
て
い
き
た
い
。          

       

い
た
。 

今
後
の
課
題
は
、
地
域
と
の
関
わ
り
が
希
薄
で

あ
る
こ
と
で
あ
る
た
め
、
そ
こ
を
ど
う
や
っ
て
密

接
し
た
も
の
に
し
て
い
く
か
で
あ
る
。
そ
し
て
地

域
に
ど
の
よ
う
に
貢
献
で
き
る
か
を
考
え
て
い
き

た
い
。
大
学
生
で
あ
る
こ
と
の
強
み
を
地
域
の
人

と
よ
り
共
有
出
来
る
よ
う
に
な
り
た
い
。
ま
た
、

大
学
生
が
お
と
く
ら
で
活
動
す
る
こ
と
に
よ
り
、

地
域
と
と
も
に
学
生
が
成
長
す
る
場
に
す
る
た
め

チ
ー
ム
一
丸
と
な
っ
て
様
々
な
事
柄
に
挑
戦
し
た

い
と
思
う
。 

地
域
と
来
客
者
の
「
声
」 

2014.10.25 スタンプラリー 

2014.10.25 

キャンドルナイト 

cmcm 

6sho 

K_D%hs 

Zwui? 

普段の 

蔵の様子 

2015年 

3月 31 日 
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